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県民の約8割が購入経験
－消費者の不安解消が今後の成長のカギ－
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拡大・定着する
県内の中古品市場
～消費者の不安解消が今後の成長のカギ

10 プラスワン

日銀の政策金利引き上げについて
―物価抑制や円安是正より、借入金利上昇への懸念が大きい―

夜間によく林道で見かけるようになったアマミヤマシギ（P.36）

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
前
身
で
あ
る
工
業
試
験
場
が
大
正
12
年

（
１
９
２
３
年
）
に
創
立
さ
れ
て
か
ら
１
０
３
周
年
、
昭
和

62
年
（
１
９
８
７
年
）
の
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
開
所
か
ら
39

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
主
な
業
務
と
し
て
、
県
の
施
策
及
び
「
か
ご
し
ま
製
造
業

振
興
方
針
」
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
に
改
定
し
た
中
期
業

務
計
画
の
も
と
、「
技
術
支
援
」
と
「
研
究
開
発
」
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、①「
企
業
ニ
ー
ズ
に
基
づ

く
技
術
支
援
」、②「
技
術
シ
ー
ズ
の
橋
渡
し
に
よ
る
県
内
産

業
の
振
興
」、③「
多
様
な
連
携
に
よ
る
も
の
づ
く
り
支
援
」

の
３
つ
を
基
本
方
針
に
、
工
業
技
術
に
関
す
る
試
験
研
究
機

関
と
し
て
機
能
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
技
術
支
援
に
つ
い
て
は
、
技
術
相
談
や
依
頼
試
験
・
設
備

使
用
、
人
材
育
成
、
情
報
提
供
な
ど
迅
速
か
つ
丁
寧
な
対
応

を
心
掛
け
、
利
用
者
の
皆
様
の
満
足
度
を
高
め
、
利
用
拡
大

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
研

究
成
果
、特
許
、設
備
等
の
情
報
を
効
果
的
に
周
知
・
発
信
し
、

対
面
に
よ
る
「
研
究
成
果
発
表
会
」
や
「
取
組
事
例
報
告
会
」、

「
導
入
機
器
説
明
会
」
の
他
、
試
験
研
究
機
関
等
と
合
同
の

成
果
発
表
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
研
究
開
発
の
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
大
学
と
共
同
で
研

究
し
た
成
果
を
基
に
、
補
助
事
業
を
活
用
し
て
県
味
噌
醤
油

工
業
協
同
組
合
や
県
内
企
業
等
と
腸
活
に
最
適
な
「
食
物
繊

維
た
っ
ぷ
り
も
ち
麦
の
整
え
味
噌
」
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
や
県
内
企
業
と
共
同
で
製
造
技
術
を
確
立
し
た

火
山
ガ
ラ
ス
微
粉
末
（
Ｖ
Ｇ
Ｐ
）
は
、
低
炭
素
型
シ
ラ
ス
コ

ン
ク
リ
ー
ト
用
原
料
と
し
て
県
の
モ
デ
ル
工
事
や
民
間
工
事

に
採
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
大
学
等
の

研
究
機
関
や
産
業
支
援
機
関
、
各
種
業
界
団
体
等
と
緊
密
に

連
携
し
な
が
ら
、
企
業
が
有
す
る
強
み
を
生
か
し
た
研
究
開

発
や
製
品
開
発
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
も
当
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
製
造
業
を
支
え
る
「
技
術

の
拠
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
な
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鹿児島県工業技術センター外景

鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

所
長安

藤
浩
毅

県
内
製
造
業
を
支
え
る

「
技
術
の
拠
り
ど
こ
ろ
」と
し
て

県内でも中古品市場が拡大（P.7～9）

03

今月の
1本



RESEARCH REPORT ｜  USED ITEM PURCHASE

（
46
・
4
％
）
が
最
も
多
く
、
次
に
「
フ
リ

マ
ア
プ
リ
」（
35
・
1
％
）、「
専
門
リ
ユ
ー

ス
シ
ョ
ッ
プ
」（
28
・
0
％
）
が
続
く
な
ど
、

店
舗
と
デ
ジ
タ
ル
の
双
方
が
利
用
さ
れ
て
い

る
（
図
表
5
）。
こ
の
よ
う
に
チ
ャ
ネ
ル
が

多
様
化
し
た
こ
と
で
、
売
り
手
、
買
い
手
双

方
に
と
っ
て
中
古
品
を
取
引
す
る
ハ
ー
ド
ル

は
低
下
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
廃
棄
す
る
も
の
を
減
ら
し
た
い
と
い
う

環
境
意
識
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心

の
高
ま
り
な
ど
価
値
観
の
変
化
に
伴
う
消
費

者
側
の
行
動
の
変
化
も
う
か
が
え
る
。
ブ
ラ

ン
ド
品
な
ど
で
は
、
若
い
人
を
中
心
に
、
購

入
時
か
ら
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
を
意
識
す
る

消
費
行
動
も
み
ら
れ
る
。
常
田
氏
は
、「
新

品
も
中
古
も
横
並
び
で
比
較
す
る
。
ま
た
、

購
入
時
に
は
売
る
時
を
考
え
て
価
値
の
下
が

り
に
く
い
も
の
を
選
ぶ
と
い
っ
た
価
値
観
も

広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　
中
古
品
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
幅
広
い
品

目
が
流
通
し
て
い
る
。
弊
社
調
査
で
中
古
品

の
購
入
経
験
が
あ
る
人
（「
よ
く
購
入
し
て

い
る
」「
と
き
ど
き
購
入
し
て
い
る
」「
過
去

に
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
人

の
合
計
）
に
、
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
品
目

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
本
・
雑
誌
」
が
67
・

4
％
と
最
も
多
く
、「
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
」
が
41
・
4
％
、「
衣
服
」
が

40
・
2
％
で
続
い
た
（
前
頁
図
表
6
）。

　
一
方
で
、
購
入
す
る
際
の
抵
抗
感
・
受
容

度
に
は
品
目
に
よ
り
差
が
み
ら
れ
た
。
品
目

別
に
中
古
品
購
入
へ
の
抵
抗
感
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
」

「
本
・
雑
誌
」
で
は
、い
ず
れ
も
6
割
強
が
「
抵

抗
は
な
い
」「
あ
ま
り
抵
抗
は
な
い
」
と
回

答
し
、
抵
抗
感
は
比
較
的
低
か
っ
た
（
図
表

7
）。
こ
れ
ら
は
購
入
経
験
率
が
高
く
、
抵

抗
感
も
低
い
「
定
着
型
」
の
分
野
と
い
え
る

（
図
表
8
）。
こ
れ
に
対
し
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
」「
家
電
製
品
」

「
衣
服
」
で
は
、
い
ず
れ
も
5
割
強
が
「
抵

抗
が
あ
る
」「
や
や
抵
抗
が
あ
る
」
と
回
答

し
て
い
る
。
価
格
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
半
面
、

故
障
リ
ス
ク
や
品
質
へ
の
不
安
が
購
入
の

ハ
ー
ド
ル
と
な
る
な
ど
、
心
理
的
な
障
壁
も

大
き
い
。

　
た
だ
、
衣
服
に
つ
い
て
は
、
抵
抗
感
が
比

較
的
強
い
一
方
で
、
購
入
経
験
率
も
高
い
と

い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
衛
生
面

な
ど
に
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ
れ
を
上
回

る
価
格
メ
リ
ッ
ト
や
商
品
価
値
が
あ
る
こ
と
で

購
入
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
中
古
市
場
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
県

内
の
中
古
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。

実
物
を
み
て
選
べ
る
安
心
感
〜

総
合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
「
S
T
A
R
S
」

　
総
合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」

（
鹿
児
島
市
）
で
は
家
電
、
家
具
、
衣
料
品
、

雑
貨
、
本
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
品
目
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
中
古
品
売

買
（
出
張
買
取
も
含
む
）
の
他
に
も
引
っ
越

し
、
粗
大
ご
み
回
収
、
遺
品
整
理
な
ど
を
手

が
け
る
。
店
頭
に
持
ち
込
ま
れ
た
商
品
に
加

え
、
引
っ
越
し
の
依
頼
先
で
不
要
と
さ
れ
た

商
品
の
ほ
か
、自
宅
整
理
を
進
め
る
高
齢
者
、

事
業
者
か
ら
の
買
取
依
頼
も
多
く
、
年
間
で

の
買
取
件
数
は
1
万
点
を
超
え
る
。
同
店
で

は
こ
う
し
た
商
品
の
中
か
ら
、
再
販
可
能
な

も
の
を
選
別
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
施
し
店

頭
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
。

　
来
店
者
は
、
短
期
間
だ
け
の
生
活
用
品
を

必
要
と
す
る
学
生
や
転
勤
族
に
加
え
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
、
事
業
者
な
ど
幅
広
い
。
営
業
開

始
か
ら
25
年
以
上
に
な
る
が
、
こ
の
間
、
中

古
品
を
現
実
的
な
選
択
肢
と
捉
え
る
利
用
者

は
一
定
数
存
在
し
て
お
り
、
物
価
高
を
受
け

た
現
在
で
も
来
店
客
は
安
定
し
て
い
る
と
い

う
（
同
店
店
長
）。
ま
た
、
掘
り
出
し
物
を

探
す
感
覚
で
来
店
す
る
人
も
多
く
、
購
入
を

き
っ
か
け
に
売
却
側
へ
回
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

な
ど
、
利
用
者
間
で
の
好
循
環
も
生
ま
れ
て

い
る
。
同
店
で
は
、
中
古
家
電
に
つ
い
て
新

品
と
同
様
の
保
証
を
つ
け
る
こ
と
で
、
購
入

後
す
ぐ
に
故
障
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

購
入
者
の
不
安
を
取
り
除
く
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
入
荷
情
報
や
買
取
を
希
望
す
る
商

品
な
ど
を
随
時
更
新
し
、
最
新
の
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
来
店
を
促
し
て
い
る
。

　
同
店
で
は
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
の
取
り
扱
い

を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
連
携
し
て
い
る
買

い
取
り
専
門
店
へ
案
内
す
る
一
方
で
、
そ
の

買
い
取
り
専
門
店
が
取
り
扱
わ
な
い
分
野
の

商
品
は
同
店
を
紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
、
相

互
送
客
も
図
っ
て
い
る
。
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な

ど
の
利
用
が
広
が
る
一
方
で
、
店
長
は
「
店

舗
で
実
物
を
見
て
選
べ
る
安
心
感
や
地
元
密

着
感
に
加
え
て
、
家
電
に
保
証
が
付
い
て
い

る
こ
と
が
当
店
の
強
み
」
と
話
す
。

鑑
定
力
と
多
様
な
流
通
チ
ャ
ネ
ル
が
強
み
〜

買
い
取
り
専
門
店
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｈ
Ｙ
Ｏ
」

　
足
元
で
、
買
い
取
り
専
門
店
が
増
加
し
て

い
る
中
、
コ
メ
兵
は
県
内
で
買
い
取
り
専
門

店
を
3
店
舗
運
営
し
て
い
る
。
幅
広
い
層
の

客
が
来
店
す
る
が
、
利
用
層
と
し
て
は
「
使

わ
な
く
な
っ
た
も
の
を
整
理
し
た
い
」
と
考

え
る
40
〜
60
代
が
最
も
多
い
傾
向
が
あ
る
と

い
う
。「
売
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
ま

ず
は
対
面
で
相
談
し
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ

が
強
い
た
め
、
同
社
は
特
に
買
取
の
場
面
で

は
対
面
接
点
の
重
要
性
が
高
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
同
社
で
は
長
年
蓄
積
し
た
取
引

デ
ー
タ
と
鑑
定
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
ブ
ラ

ン
ド
バ
ッ
グ
の
真
贋
Ａ
Ｉ
を
2
0
2
0
年
か

ら
実
際
の
店
舗
で
活
用
し
て
い
る
。
対
応
ブ

ラ
ン
ド
は
10
ブ
ラ
ン
ド
ま
で
拡
大
し
て
お

り
、
99
％
の
高
い
精
度
を
維
持
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
鑑
定
士
の
負
担
軽
減
や
査
定

ス
ピ
ー
ド
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し

て
顧
客
と
の
対
話
に
時
間
を
あ
て
や
す
く
な

る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
に
も
寄
与

し
て
い
る
。

　
同
店
で
は
買
い
取
っ
た
商
品
は
す
べ
て
、

愛
知
県
の
「
商
品
セ
ン
タ
ー
」
に
集
約
し
、

そ
の
後
、全
国
の
店
舗
で
販
売
す
る
商
品
と
、

法
人
向
け
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
流
通
さ
せ
る

商
品
に
振
り
分
け
る
。
小
売
と
法
人
販
売
の

両
チ
ャ
ネ
ル
を
持
つ
こ
と
で
、
商
品
特
性
や

相
場
環
境
に
応
じ
た
柔
軟
な
流
通
を
可
能
と

し
て
い
る
。
小
売
り
す
る
品
物
は
商
品
セ
ン

タ
ー
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
を
行
い
、
一

定
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
満
た
し
た
品
物
を
店

舗
へ
出
荷
し
て
い
る
。
同
社
は
リ
ユ
ー
ス
そ

の
も
の
が
循
環
型
社
会
に
資
す
る
事
業
で
あ

り
、
リ
ユ
ー
ス
市
場
は
中
長
期
的
に
拡
大
基

調
が
続
く
と
見
込
ん
で
い
る
。
国
内
同
様
に

市
場
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
海
外
で
の
展
開
も

強
化
し
て
い
く
。

専
門
性
と
保
証
で
消
費
者
の
不
安
を
払
拭
〜

専
門
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ「
パ
ソ
コ
ン
市
場
」

　
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
（
福
岡
市
）
が
運
営
す

る
「
パ
ソ
コ
ン
市
場
　
鹿
児
島
店
」（
鹿
児

島
市
）
で
は
、中
古
・
新
品
Ｐ
Ｃ（
パ
ソ
コ
ン
）

の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
よ
り
安
い
価
格
で

Ｐ
Ｃ
を
購
入
し
た
い
と
い
う
価
格
志
向
の
強

い
客
が
多
く
訪
れ
る
。Ａ
Ｉ
需
要
増
加
に
伴

い
、
足
元
の
Ｐ
Ｃ
価
格
は
大
き
く
上
昇
し
て

い
る
中
、
低
価
格
指
向
は
よ
り
強
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。
家
電
量
販
店
を
見
た
う
え
で
価

格
を
比
較
す
る
目
的
で
訪
れ
る
個
人
に
加

え
、
経
費
を
抑
制
し
た
い
法
人
と
の
取
引
も

あ
り
、
価
格
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

　
弊
社
調
査
に
お
い
て
、Ｐ
Ｃ
の
中
古
品
購

入
の
抵
抗
感
が
強
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
、

同
店
の
長
濱
和
輝
店
長
は
「
中
古
に
対
す
る

先
入
観
と
し
て
、
す
ぐ
故
障
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
に
加
え
、
品
質
面
、
デ
ー

タ
処
理
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
へ
の
不
安

が
根
強
い
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
す
る
。

そ
の
た
め
同
店
で
は
、
中
古
Ｐ
Ｃ
に
も
新
品

同
様
の
保
証
を
付
与
し
、
安
心
し
て
購
入
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
店
で
は
Ｐ
Ｃ
修
理
も
手
掛
け
て
お

り
、
故
障
し
た
Ｐ
Ｃ
が
持
ち
込
ま
れ
、
修
理

の
可
否
を
相
談
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
同

店
で
は
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
技
術
ス

タ
ッ
フ
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
場
で
状
態

を
見
極
め
た
う
え
で
、修
理
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
古
・
新
品
Ｐ
Ｃ
へ
の
買
い
替
え

提
案
ま
で
含
め
た
幅
広
い
案
内
を
行
っ
て
お

り
、
顧
客
の
安
心
感
に
つ
な
げ
て
い
る
。
同

社
で
は「
Ｐ
Ｃ
の
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」

と
い
う
方
針
を
掲
げ
、
導
入
の
検
討
・
購
入
、

運
用
、
保
守
、
廃
棄
、
買
い
替
え
ま
で
、Ｐ

Ｃ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
寄
り
添
い
、

顧
客
に
と
っ
て
の
可
能
性
と
問
題
解
決
の
最

大
化
を
目
指
す
。
顧
客
の
低
価
格
志
向
は
一

段
と
強
ま
っ
て
お
り
、
中
古
Ｐ
Ｃ
や
修
理

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
さ
ら
に
高
ま

る
可
能
性
が
あ
る
。
新
品
購
入
が
難
し
い
顧

客
に
と
っ
て
、
価
格
を
抑
え
つ
つ
一
定
の
品

質
と
保
証
を
備
え
た
中
古
Ｐ
Ｃ
は
、
有
力
な

選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
中
古
品
市
場
拡
大
の
要
因

は
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
よ
り
も
、「
安
く
、

合
理
的
に
、
使
え
る
も
の
を
選
ぶ
」
と
い
う

消
費
行
動
の
表
れ
の
側
面
が
強
い
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
弊
社
調
査
で
も
中
古
品
を
購
入

す
る
理
由
と
し
て
「
環
境
・
資
源
の
有
効
利

用
に
つ
な
が
る
た
め
」
を
挙
げ
た
人
は
12
・

1
％
に
と
ど
ま
り
、
購
入
動
機
の
中
心
は
必

ず
し
も
環
境
意
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
（
前
頁
図
表
4
）。

　
た
だ
県
内
で
は
環
境
意
識
の
面
か
ら
リ

ユ
ー
ス
を
後
押
し
す
る
動
き
が
徐
々
に
現
れ

て
い
る
。
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
を
運
営
す

る
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
シ
テ
ィ
（
鹿
児
島
市
）
は
25

年
12
月
に
衣
料
回
収
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ 

Ａ
Ｍ
Ｕ
」
を
始
め
た
。
館
内
に
設
置
さ

れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
不
要
な
衣
料

品
を
持
ち
込
む
と
、
重
量
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
（
衣
料
の
重
さ
1
0
0
㌘
に
つ
き

5
Ｐ
、
2
0
0
Ｐ
で
Ｊ
Ｒ
キ
ュ
ー
ポ
ア
プ
リ

で
の
2
0
0
円
分
ク
ー
ポ
ン
な
ど
と
交
換
）

さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
回
収
さ
れ
た
衣
料
品
な

ど
は
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ（
薩
摩
川
内
市
）
な

ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
連
携
し
て
リ
メ
イ

ク
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
活
用
さ
れ

る
。

　
利
用
者
の
反
応
は
良
好
で
、
サ
ー
ビ
ス
開

始
か
ら
半
年
ほ
ど
で
集
ま
っ
た
衣
料
は
約

4
4
0
0
㌔
㌘
と
な
り
、
想
定
を
上
回
っ
て

い
る
。
単
純
に
処
分
し
た
と
き
と
比
較
し
て

約
81
・
7
％
の
C
O
2
排
出
量
削
減
を
実
現

し
て
い
る
と
い
う
。
利
用
者
は
ハ
ウ
ス
カ
ー

ド
ホ
ル
ダ
ー
の
年
齢
層
と
重
な
る
と
こ
ろ
が

多
い
が
、
ポ
イ
活
に
積
極
的
な
40
代
・
50
代

女
性
の
利
用
も
多
い
。
同
社
の
森
聖
弥
氏
は

「
環
境
保
全
に
寄
与
し
、
ま
た
ポ
イ
ン
ト
を

活
用
し
た
買
い
物
が
増
え
る
こ
と
で
テ
ナ
ン

ト
支
援
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
お
客
様

も
得
を
す
る
「
三
方
よ
し
」
の
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
自
治
体
で
も
動
き
が
あ
る
。曽
於
市
で
は
、

24
年
3
月
に
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
お
い
く
ら
」
を
運
営
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
推
進
の
取
り
組
み
を

始
め
た
。
背
景
に
は
、
同
市
の
ご
み
処
理
施

設
へ
の
廃
棄
物
持
ち
込
み
増
加
を
受
け
、
廃

棄
物
削
減
に
向
け
た
リ
ユ
ー
ス
推
進
施
策
を

推
進
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

同
市
に
よ
る
と
、
24
、
25
年
の
2
年
間
で
22

件
、
67
品
目
の
利
用
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

行
政
と
民
間
事
業
者
の
連
携
は
、
ま
だ
使
え

る
も
の
を
廃
棄
せ
ず
循
環
さ
せ
よ
う
と
い
う

市
民
の
環
境
意
識
の
醸
成
に
寄
与
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。

　
中
古
品
市
場
に
は
、
家
計
、
産
業
、
環
境

の
各
面
で
様
々
な
効
果
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
家
計
負
担
の
軽
減
で
あ
る
。
中

古
品
を
利
用
す
る
こ
と
で
支
出
を
抑
え
ら

れ
、
そ
の
分
の
可
処
分
所
得
が
外
食
、
旅
行
、

趣
味
な
ど
別
の
消
費
に
回
る
可
能
性
が
あ

る
。
中
古
品
市
場
の
拡
大
は
、
家
計
全
体
の

消
費
を
下
支
え
す
る
側
面
を
持
つ
。第
二
に
、

新
た
な
産
業
や
雇
用
の
創
出
で
あ
る
。
か
つ

て
中
古
品
取
引
は
個
人
売
買
の
色
彩
が
強

か
っ
た
が
、現
在
で
は
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
、

Ｅ
Ｃ
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
に
加
え
、
真
贋
判
定
、

修
理
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
物
流
、
買
い
取
り

と
い
っ
た
周
辺
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
大
き
な

産
業
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
中
古
品
販
売
額

そ
の
も
の
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
個
人
消
費
に
は
計
算

上
は
考
慮
さ
れ
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
流

通
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
生
み
出

す
。
第
三
に
、
循
環
型
経
済
へ
の
貢
献
で
あ

る
。
不
要
品
の
破
棄
や
新
品
の
生
産
量
が
減

れ
ば
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
、

C
O
2
排
出
量
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。Ｇ
Ｘ
や

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
観
点
か
ら

も
、
リ
ユ
ー
ス
の
意
義
は
大
き
い
。

　
中
古
品
市
場
の
拡
大
は
新
品
市
場
と
競
合

す
る
面
が
あ
り
、
業
種
に
よ
っ
て
は
新
品
の

販
売
減
少
や
価
格
競
争
の
激
化
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
消
費
者
が
商
品
や
自
社
ブ

ラ
ン
ド
を
手
軽
に
安
く
試
す
重
要
な
接
点
と

し
て
捉
え
れ
ば
す
そ
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス

と
な
り
得
る
。

　
前
述
の
通
り
、
中
古
品
市
場
の
拡
大
の
背

景
に
は
、「
所
有
」
そ
の
も
の
を
重
視
す
る

価
値
観
か
ら
、
価
格
、
使
い
勝
手
、
再
販
可

能
性
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
を
重
視
す
る
合

理
的
な
消
費
志
向
へ
の
変
化
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、リ
ユ
ー

ス
は
一
時
的
な
節
約
手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、

生
活
に
組
み
込
ま
れ
た
消
費
行
動
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
事
業
者
側
で
は
、

店
舗
販
売
だ
け
で
な
く
、Ｅ
Ｃ
、
越
境
販
売
、

法
人
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
複
数
の
流
通
チ
ャ

ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
動
き
が
進
ん
で
お

り
、
市
場
全
体
の
流
動
性
は
一
段
と
高
ま
っ

て
い
る
。

　
課
題
も
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
市
場
の
長
濱
店

長
は
「
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
な
ど
で
極
端
に
安
価
な

Ｐ
Ｃ
を
購
入
し
た
も
の
の
、
正
常
に
使
用
で

き
ず
、
結
果
と
し
て
店
舗
へ
相
談
に
来
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
い
」
と
い
う
。
今
後
の
市
場

成
長
の
鍵
は
、
品
質
保
証
、
真
贋
判
定
、
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
消
費
者
が

抱
え
る
不
安
を
い
か
に
解
消
す
る
か
が
カ
ギ

を
に
ぎ
る
。

　
環
境
省
は
今
年
3
月
、「
リ
ユ
ー
ス
等
の

促
進
に
関
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
策
定
し
、

リ
ユ
ー
ス
市
場
の
規
模
を
2
0
3
0
年
に
4

兆
6
0
0
0
億
円
ま
で
引
き
上
げ
る
目
標
を

掲
げ
た
。
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
と
製
造
や
廃

棄
の
際
に
出
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
が

目
的
で
、
今
後
、
市
場
拡
大
を
国
も
後
押
し

す
る
。
中
古
品
市
場
の
拡
大
に
よ
り
、
家
計

負
担
の
軽
減
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
需
要
や
雇

用
の
創
出
、
循
環
型
経
済
へ
の
移
行
促
進
を

通
じ
て
地
域
経
済
に
も
プ
ラ
ス
効
果
を
も
た

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（

新
川
　
真
吾
）

は
じ
め
に

大
傾
向
に
あ
り
、特
に
ア
ジ
ア
や
北
米
で
は
、

日
本
の
中
古
品
の
品
質
や
真
贋
へ
の
信
頼
感

を
背
景
に
、「U

sed in Japan

」
へ
の
評
価

が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　
一
方
で
、売
り
手
側
（
供
給
）
で
は
、終
活
、

断
捨
離
、
遺
品
整
理
、
自
身
の
持
つ
資
産
の

整
理
に
伴
い
発
生
し
た
自
宅
に
あ
る
品
物
を

持
ち
込
む
動
き
も
増
え
て
き
た
。さ
ら
に「
金

相
場
の
高
騰
を
背
景
に
、
宝
石
や
貴
金
属
の

売
却
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
」（
コ
メ
兵
・

常
田
氏
）。
大
手
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
運
営
す

る
メ
ル
カ
リ
の
試
算
で
は
、
国
内
の
家
庭
で

1
年
以
上
使
わ
れ
て
い
な
い
不
用
品
（「
隠

れ
資
産
」）
は
90
兆
5
3
5
2
億
円
あ
る
と

さ
れ
、「
不
要
だ
」、「
価
値
が
な
い
」
と
思
っ

て
い
た
も
の
が
「
換
金
で
き
る
資
産
」
と
し

て
見
直
さ
れ
る
動
き
も
あ
る
。
こ
う
し
た
売

り
手
側
の
変
化
も
、
市
場
の
成
長
余
地
を
広

げ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ

や
Ｅ
Ｃ
の
普
及
に
よ
り
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
売

買
が
日
常
的
な
行
動
と
し
て
浸
透
し
た
こ
と

も
大
き
い
。
弊
社
調
査
で
も
、
中
古
品
の
購

入
場
所
は
、「
総
合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
」

　
物
価
高
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
普
及
、
環
境

意
識
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
中
古
品
市

場
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
弊
社
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
県
民
の
約
8
割
が
中
古

品
を
購
入
し
た
経
験
を
有
し
て
お
り
、
中
古

品
が
日
常
的
な
消
費
の
選
択
肢
と
し
て
定
着

し
て
い
る
。
一
方
で
、
中
古
品
に
対
す
る
抵

抗
感
は
品
目
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
本

稿
で
は
、
県
内
の
リ
ユ
ー
ス
市
場
の
動
向
や

事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
今
後

の
市
場
動
向
を
考
察
す
る
。

　
弊
社
が
実
施
し
た
県
民
向
け
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査１
（
以
下
、
弊
社
調
査
）
に
よ
る
と
、

県
民
の
約
8
割
が
中
古
品
購
入
の
経
験
が
あ

る
と
回
答
し
て
お
り
、
リ
ユ
ー
ス
市
場
は
身

近
な
消
費
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

る
（
図
表
1
）。
全
国
の
リ
ユ
ー
ス
市
場
は

拡
大
し
て
お
り
、
環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と

2
0
2
4
年
は
約
3
兆
5
0
0
0
億
円
と
12

年
比
で
12
・
7
％
増
加
し
て
い
る
（
図
表

2
）。
こ
の
よ
う
な
市
場
拡
大
の
背
景
と
し

て
は
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る

（
図
表
3
）。

　
ま
ず
、買
い
手（
需
要
）側
か
ら
み
て
み
る
。

弊
社
調
査
に
よ
る
と
中
古
品
を
購
入
す
る
理

由
と
し
て
、「
新
品
よ
り
価
格
が
安
い
た
め
」

（
72
・
4
％
）
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
に
「
商

品
に
よ
っ
て
は
中
古
で
も
十
分
に
使
え
る
た

め
」（
49
・
0
％
）、「
掘
り
出
し
物
や
希
少

品
が
見
つ
か
る
た
め
」（
37
・
7
％
）
が
続

い
て
い
る
（
図
表
4
）。
物
価
高
に
よ
る
節

約
志
向
や
生
活
防
衛
意
識
の
高
ま
り
を
受

け
、
価
格
を
抑
え
つ
つ
必
要
な
商
品
を
入
手

で
き
る
中
古
品
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
価
格
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

今
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
ア
イ
テ
ム
、ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
品
を
探
し
た
い
と
い
う
需
要
も
あ

る
よ
う
だ
。
ま
た
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
買
い
取

り
・
販
売
な
ど
を
手
が
け
る
コ
メ
兵
（
愛
知

県
名
古
屋
市
）
の
広
報
担
当
、
常
田
詩
恩
氏

に
よ
る
と
、「
海
外
で
も
中
古
品
市
場
は
拡

拡
大
す
る
中
古
品
市
場

中
古
品
受
容
度
に
差

図表３　中古品市場拡大の要因

資料）コメ兵などからのヒアリングなどをもとに当研究所作成

・物価高による節約志向や
　生活防衛式の高まり

・今は販売されていない希
　少商品の発掘

・インバウンド、海外からの
　日本製中古品ニーズの高
　まり

・フリマアプリやECなどの普及による売買のハードルが低下
・購入時からリセールバリューを意識した消費行動

・断捨離、終活、遺品整理
　などで生まれた中古品の
　資産化

・「捨てるのはもったいない」
　という環境意識の高まり

買い手側 売り手側
新品より価格が安いため
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周囲で利用している人が多いため

その他
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図表６　購入したことがある中古品
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の
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（
46
・
4
％
）
が
最
も
多
く
、
次
に
「
フ
リ

マ
ア
プ
リ
」（
35
・
1
％
）、「
専
門
リ
ユ
ー

ス
シ
ョ
ッ
プ
」（
28
・
0
％
）
が
続
く
な
ど
、

店
舗
と
デ
ジ
タ
ル
の
双
方
が
利
用
さ
れ
て
い

る
（
図
表
5
）。
こ
の
よ
う
に
チ
ャ
ネ
ル
が

多
様
化
し
た
こ
と
で
、
売
り
手
、
買
い
手
双

方
に
と
っ
て
中
古
品
を
取
引
す
る
ハ
ー
ド
ル

は
低
下
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
廃
棄
す
る
も
の
を
減
ら
し
た
い
と
い
う

環
境
意
識
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心

の
高
ま
り
な
ど
価
値
観
の
変
化
に
伴
う
消
費

者
側
の
行
動
の
変
化
も
う
か
が
え
る
。
ブ
ラ

ン
ド
品
な
ど
で
は
、
若
い
人
を
中
心
に
、
購

入
時
か
ら
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
を
意
識
す
る

消
費
行
動
も
み
ら
れ
る
。
常
田
氏
は
、「
新

品
も
中
古
も
横
並
び
で
比
較
す
る
。
ま
た
、

購
入
時
に
は
売
る
時
を
考
え
て
価
値
の
下
が

り
に
く
い
も
の
を
選
ぶ
と
い
っ
た
価
値
観
も

広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　
中
古
品
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
幅
広
い
品

目
が
流
通
し
て
い
る
。
弊
社
調
査
で
中
古
品

の
購
入
経
験
が
あ
る
人
（「
よ
く
購
入
し
て

い
る
」「
と
き
ど
き
購
入
し
て
い
る
」「
過
去

に
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
人

の
合
計
）
に
、
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
品
目

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
本
・
雑
誌
」
が
67
・

4
％
と
最
も
多
く
、「
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
」
が
41
・
4
％
、「
衣
服
」
が

40
・
2
％
で
続
い
た
（
前
頁
図
表
6
）。

　
一
方
で
、
購
入
す
る
際
の
抵
抗
感
・
受
容

度
に
は
品
目
に
よ
り
差
が
み
ら
れ
た
。
品
目

別
に
中
古
品
購
入
へ
の
抵
抗
感
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
」

「
本
・
雑
誌
」
で
は
、い
ず
れ
も
6
割
強
が
「
抵

抗
は
な
い
」「
あ
ま
り
抵
抗
は
な
い
」
と
回

答
し
、
抵
抗
感
は
比
較
的
低
か
っ
た
（
図
表

7
）。
こ
れ
ら
は
購
入
経
験
率
が
高
く
、
抵

抗
感
も
低
い
「
定
着
型
」
の
分
野
と
い
え
る

（
図
表
8
）。
こ
れ
に
対
し
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
」「
家
電
製
品
」

「
衣
服
」
で
は
、
い
ず
れ
も
5
割
強
が
「
抵

抗
が
あ
る
」「
や
や
抵
抗
が
あ
る
」
と
回
答

し
て
い
る
。
価
格
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
半
面
、

故
障
リ
ス
ク
や
品
質
へ
の
不
安
が
購
入
の

ハ
ー
ド
ル
と
な
る
な
ど
、
心
理
的
な
障
壁
も

大
き
い
。

　
た
だ
、
衣
服
に
つ
い
て
は
、
抵
抗
感
が
比

較
的
強
い
一
方
で
、
購
入
経
験
率
も
高
い
と

い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
衛
生
面

な
ど
に
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ
れ
を
上
回

る
価
格
メ
リ
ッ
ト
や
商
品
価
値
が
あ
る
こ
と
で

購
入
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
中
古
市
場
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
県

内
の
中
古
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。

実
物
を
み
て
選
べ
る
安
心
感
〜

総
合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
「
S
T
A
R
S
」

　
総
合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」

（
鹿
児
島
市
）
で
は
家
電
、
家
具
、
衣
料
品
、

雑
貨
、
本
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
品
目
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
中
古
品
売

買
（
出
張
買
取
も
含
む
）
の
他
に
も
引
っ
越

し
、
粗
大
ご
み
回
収
、
遺
品
整
理
な
ど
を
手

が
け
る
。
店
頭
に
持
ち
込
ま
れ
た
商
品
に
加

え
、
引
っ
越
し
の
依
頼
先
で
不
要
と
さ
れ
た

商
品
の
ほ
か
、自
宅
整
理
を
進
め
る
高
齢
者
、

事
業
者
か
ら
の
買
取
依
頼
も
多
く
、
年
間
で

の
買
取
件
数
は
1
万
点
を
超
え
る
。
同
店
で

は
こ
う
し
た
商
品
の
中
か
ら
、
再
販
可
能
な

も
の
を
選
別
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
施
し
店

頭
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
。

　
来
店
者
は
、
短
期
間
だ
け
の
生
活
用
品
を

必
要
と
す
る
学
生
や
転
勤
族
に
加
え
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
、
事
業
者
な
ど
幅
広
い
。
営
業
開

始
か
ら
25
年
以
上
に
な
る
が
、
こ
の
間
、
中

古
品
を
現
実
的
な
選
択
肢
と
捉
え
る
利
用
者

は
一
定
数
存
在
し
て
お
り
、
物
価
高
を
受
け

た
現
在
で
も
来
店
客
は
安
定
し
て
い
る
と
い

う
（
同
店
店
長
）。
ま
た
、
掘
り
出
し
物
を

探
す
感
覚
で
来
店
す
る
人
も
多
く
、
購
入
を

き
っ
か
け
に
売
却
側
へ
回
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

な
ど
、
利
用
者
間
で
の
好
循
環
も
生
ま
れ
て

い
る
。
同
店
で
は
、
中
古
家
電
に
つ
い
て
新

品
と
同
様
の
保
証
を
つ
け
る
こ
と
で
、
購
入

後
す
ぐ
に
故
障
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

購
入
者
の
不
安
を
取
り
除
く
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
入
荷
情
報
や
買
取
を
希
望
す
る
商

品
な
ど
を
随
時
更
新
し
、
最
新
の
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
来
店
を
促
し
て
い
る
。

　
同
店
で
は
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
の
取
り
扱
い

を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
連
携
し
て
い
る
買

い
取
り
専
門
店
へ
案
内
す
る
一
方
で
、
そ
の

買
い
取
り
専
門
店
が
取
り
扱
わ
な
い
分
野
の

商
品
は
同
店
を
紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
、
相

互
送
客
も
図
っ
て
い
る
。
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な

ど
の
利
用
が
広
が
る
一
方
で
、
店
長
は
「
店

舗
で
実
物
を
見
て
選
べ
る
安
心
感
や
地
元
密

着
感
に
加
え
て
、
家
電
に
保
証
が
付
い
て
い

る
こ
と
が
当
店
の
強
み
」
と
話
す
。

鑑
定
力
と
多
様
な
流
通
チ
ャ
ネ
ル
が
強
み
〜

買
い
取
り
専
門
店
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｈ
Ｙ
Ｏ
」

　
足
元
で
、
買
い
取
り
専
門
店
が
増
加
し
て

い
る
中
、
コ
メ
兵
は
県
内
で
買
い
取
り
専
門

店
を
3
店
舗
運
営
し
て
い
る
。
幅
広
い
層
の

客
が
来
店
す
る
が
、
利
用
層
と
し
て
は
「
使

わ
な
く
な
っ
た
も
の
を
整
理
し
た
い
」
と
考

え
る
40
〜
60
代
が
最
も
多
い
傾
向
が
あ
る
と

い
う
。「
売
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
ま

ず
は
対
面
で
相
談
し
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ

が
強
い
た
め
、
同
社
は
特
に
買
取
の
場
面
で

は
対
面
接
点
の
重
要
性
が
高
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
同
社
で
は
長
年
蓄
積
し
た
取
引

デ
ー
タ
と
鑑
定
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
ブ
ラ

ン
ド
バ
ッ
グ
の
真
贋
Ａ
Ｉ
を
2
0
2
0
年
か

ら
実
際
の
店
舗
で
活
用
し
て
い
る
。
対
応
ブ

ラ
ン
ド
は
10
ブ
ラ
ン
ド
ま
で
拡
大
し
て
お

り
、
99
％
の
高
い
精
度
を
維
持
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
鑑
定
士
の
負
担
軽
減
や
査
定

ス
ピ
ー
ド
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し

て
顧
客
と
の
対
話
に
時
間
を
あ
て
や
す
く
な

る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
に
も
寄
与

し
て
い
る
。

　
同
店
で
は
買
い
取
っ
た
商
品
は
す
べ
て
、

愛
知
県
の
「
商
品
セ
ン
タ
ー
」
に
集
約
し
、

そ
の
後
、全
国
の
店
舗
で
販
売
す
る
商
品
と
、

法
人
向
け
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
流
通
さ
せ
る

商
品
に
振
り
分
け
る
。
小
売
と
法
人
販
売
の

両
チ
ャ
ネ
ル
を
持
つ
こ
と
で
、
商
品
特
性
や

相
場
環
境
に
応
じ
た
柔
軟
な
流
通
を
可
能
と

し
て
い
る
。
小
売
り
す
る
品
物
は
商
品
セ
ン

タ
ー
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
を
行
い
、
一

定
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
満
た
し
た
品
物
を
店

舗
へ
出
荷
し
て
い
る
。
同
社
は
リ
ユ
ー
ス
そ

の
も
の
が
循
環
型
社
会
に
資
す
る
事
業
で
あ

り
、
リ
ユ
ー
ス
市
場
は
中
長
期
的
に
拡
大
基

調
が
続
く
と
見
込
ん
で
い
る
。
国
内
同
様
に

市
場
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
海
外
で
の
展
開
も

強
化
し
て
い
く
。

専
門
性
と
保
証
で
消
費
者
の
不
安
を
払
拭
〜

専
門
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ「
パ
ソ
コ
ン
市
場
」

　
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
（
福
岡
市
）
が
運
営
す

る
「
パ
ソ
コ
ン
市
場
　
鹿
児
島
店
」（
鹿
児

島
市
）
で
は
、中
古
・
新
品
Ｐ
Ｃ（
パ
ソ
コ
ン
）

の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
よ
り
安
い
価
格
で

Ｐ
Ｃ
を
購
入
し
た
い
と
い
う
価
格
志
向
の
強

い
客
が
多
く
訪
れ
る
。Ａ
Ｉ
需
要
増
加
に
伴

い
、
足
元
の
Ｐ
Ｃ
価
格
は
大
き
く
上
昇
し
て

い
る
中
、
低
価
格
指
向
は
よ
り
強
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。
家
電
量
販
店
を
見
た
う
え
で
価

格
を
比
較
す
る
目
的
で
訪
れ
る
個
人
に
加

え
、
経
費
を
抑
制
し
た
い
法
人
と
の
取
引
も

あ
り
、
価
格
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

　
弊
社
調
査
に
お
い
て
、Ｐ
Ｃ
の
中
古
品
購

入
の
抵
抗
感
が
強
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
、

同
店
の
長
濱
和
輝
店
長
は
「
中
古
に
対
す
る

先
入
観
と
し
て
、
す
ぐ
故
障
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
に
加
え
、
品
質
面
、
デ
ー

タ
処
理
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
へ
の
不
安

が
根
強
い
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
す
る
。

そ
の
た
め
同
店
で
は
、
中
古
Ｐ
Ｃ
に
も
新
品

同
様
の
保
証
を
付
与
し
、
安
心
し
て
購
入
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
店
で
は
Ｐ
Ｃ
修
理
も
手
掛
け
て
お

り
、
故
障
し
た
Ｐ
Ｃ
が
持
ち
込
ま
れ
、
修
理

の
可
否
を
相
談
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
同

店
で
は
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
技
術
ス

タ
ッ
フ
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
場
で
状
態

を
見
極
め
た
う
え
で
、修
理
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
古
・
新
品
Ｐ
Ｃ
へ
の
買
い
替
え

提
案
ま
で
含
め
た
幅
広
い
案
内
を
行
っ
て
お

り
、
顧
客
の
安
心
感
に
つ
な
げ
て
い
る
。
同

社
で
は「
Ｐ
Ｃ
の
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」

と
い
う
方
針
を
掲
げ
、
導
入
の
検
討
・
購
入
、

運
用
、
保
守
、
廃
棄
、
買
い
替
え
ま
で
、Ｐ

Ｃ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
寄
り
添
い
、

顧
客
に
と
っ
て
の
可
能
性
と
問
題
解
決
の
最

大
化
を
目
指
す
。
顧
客
の
低
価
格
志
向
は
一

段
と
強
ま
っ
て
お
り
、
中
古
Ｐ
Ｃ
や
修
理

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
さ
ら
に
高
ま

る
可
能
性
が
あ
る
。
新
品
購
入
が
難
し
い
顧

客
に
と
っ
て
、
価
格
を
抑
え
つ
つ
一
定
の
品

質
と
保
証
を
備
え
た
中
古
Ｐ
Ｃ
は
、
有
力
な

選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
中
古
品
市
場
拡
大
の
要
因

は
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
よ
り
も
、「
安
く
、

合
理
的
に
、
使
え
る
も
の
を
選
ぶ
」
と
い
う

消
費
行
動
の
表
れ
の
側
面
が
強
い
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
弊
社
調
査
で
も
中
古
品
を
購
入

す
る
理
由
と
し
て
「
環
境
・
資
源
の
有
効
利

用
に
つ
な
が
る
た
め
」
を
挙
げ
た
人
は
12
・

1
％
に
と
ど
ま
り
、
購
入
動
機
の
中
心
は
必

ず
し
も
環
境
意
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
（
前
頁
図
表
4
）。

　
た
だ
県
内
で
は
環
境
意
識
の
面
か
ら
リ

ユ
ー
ス
を
後
押
し
す
る
動
き
が
徐
々
に
現
れ

て
い
る
。
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
を
運
営
す

る
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
シ
テ
ィ
（
鹿
児
島
市
）
は
25

年
12
月
に
衣
料
回
収
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ 

Ａ
Ｍ
Ｕ
」
を
始
め
た
。
館
内
に
設
置
さ

れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
不
要
な
衣
料

品
を
持
ち
込
む
と
、
重
量
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
（
衣
料
の
重
さ
1
0
0
㌘
に
つ
き

5
Ｐ
、
2
0
0
Ｐ
で
Ｊ
Ｒ
キ
ュ
ー
ポ
ア
プ
リ

で
の
2
0
0
円
分
ク
ー
ポ
ン
な
ど
と
交
換
）

さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
回
収
さ
れ
た
衣
料
品
な

ど
は
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ（
薩
摩
川
内
市
）
な

ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
連
携
し
て
リ
メ
イ

ク
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
活
用
さ
れ

る
。

　
利
用
者
の
反
応
は
良
好
で
、
サ
ー
ビ
ス
開

始
か
ら
半
年
ほ
ど
で
集
ま
っ
た
衣
料
は
約

4
4
0
0
㌔
㌘
と
な
り
、
想
定
を
上
回
っ
て

い
る
。
単
純
に
処
分
し
た
と
き
と
比
較
し
て

約
81
・
7
％
の
C
O
2
排
出
量
削
減
を
実
現

し
て
い
る
と
い
う
。
利
用
者
は
ハ
ウ
ス
カ
ー

ド
ホ
ル
ダ
ー
の
年
齢
層
と
重
な
る
と
こ
ろ
が

多
い
が
、
ポ
イ
活
に
積
極
的
な
40
代
・
50
代

女
性
の
利
用
も
多
い
。
同
社
の
森
聖
弥
氏
は

「
環
境
保
全
に
寄
与
し
、
ま
た
ポ
イ
ン
ト
を

活
用
し
た
買
い
物
が
増
え
る
こ
と
で
テ
ナ
ン

ト
支
援
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
お
客
様

も
得
を
す
る
「
三
方
よ
し
」
の
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
自
治
体
で
も
動
き
が
あ
る
。曽
於
市
で
は
、

24
年
3
月
に
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
お
い
く
ら
」
を
運
営
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
推
進
の
取
り
組
み
を

始
め
た
。
背
景
に
は
、
同
市
の
ご
み
処
理
施

設
へ
の
廃
棄
物
持
ち
込
み
増
加
を
受
け
、
廃

棄
物
削
減
に
向
け
た
リ
ユ
ー
ス
推
進
施
策
を

推
進
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

同
市
に
よ
る
と
、
24
、
25
年
の
2
年
間
で
22

件
、
67
品
目
の
利
用
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

行
政
と
民
間
事
業
者
の
連
携
は
、
ま
だ
使
え

る
も
の
を
廃
棄
せ
ず
循
環
さ
せ
よ
う
と
い
う

市
民
の
環
境
意
識
の
醸
成
に
寄
与
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。

　
中
古
品
市
場
に
は
、
家
計
、
産
業
、
環
境

の
各
面
で
様
々
な
効
果
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
家
計
負
担
の
軽
減
で
あ
る
。
中

古
品
を
利
用
す
る
こ
と
で
支
出
を
抑
え
ら

れ
、
そ
の
分
の
可
処
分
所
得
が
外
食
、
旅
行
、

趣
味
な
ど
別
の
消
費
に
回
る
可
能
性
が
あ

る
。
中
古
品
市
場
の
拡
大
は
、
家
計
全
体
の

消
費
を
下
支
え
す
る
側
面
を
持
つ
。第
二
に
、

新
た
な
産
業
や
雇
用
の
創
出
で
あ
る
。
か
つ

て
中
古
品
取
引
は
個
人
売
買
の
色
彩
が
強

か
っ
た
が
、現
在
で
は
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
、

Ｅ
Ｃ
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
に
加
え
、
真
贋
判
定
、

修
理
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
物
流
、
買
い
取
り

と
い
っ
た
周
辺
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
大
き
な

産
業
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
中
古
品
販
売
額

そ
の
も
の
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
個
人
消
費
に
は
計
算

上
は
考
慮
さ
れ
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
流

通
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
生
み
出

す
。
第
三
に
、
循
環
型
経
済
へ
の
貢
献
で
あ

る
。
不
要
品
の
破
棄
や
新
品
の
生
産
量
が
減

れ
ば
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
、

C
O
2
排
出
量
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。Ｇ
Ｘ
や

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
観
点
か
ら

も
、
リ
ユ
ー
ス
の
意
義
は
大
き
い
。

　
中
古
品
市
場
の
拡
大
は
新
品
市
場
と
競
合

す
る
面
が
あ
り
、
業
種
に
よ
っ
て
は
新
品
の

販
売
減
少
や
価
格
競
争
の
激
化
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
消
費
者
が
商
品
や
自
社
ブ

ラ
ン
ド
を
手
軽
に
安
く
試
す
重
要
な
接
点
と

し
て
捉
え
れ
ば
す
そ
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス

と
な
り
得
る
。

　
前
述
の
通
り
、
中
古
品
市
場
の
拡
大
の
背

景
に
は
、「
所
有
」
そ
の
も
の
を
重
視
す
る

価
値
観
か
ら
、
価
格
、
使
い
勝
手
、
再
販
可

能
性
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
を
重
視
す
る
合

理
的
な
消
費
志
向
へ
の
変
化
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、リ
ユ
ー

ス
は
一
時
的
な
節
約
手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、

生
活
に
組
み
込
ま
れ
た
消
費
行
動
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
事
業
者
側
で
は
、

店
舗
販
売
だ
け
で
な
く
、Ｅ
Ｃ
、
越
境
販
売
、

法
人
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
複
数
の
流
通
チ
ャ

ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
動
き
が
進
ん
で
お

り
、
市
場
全
体
の
流
動
性
は
一
段
と
高
ま
っ

て
い
る
。

　
課
題
も
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
市
場
の
長
濱
店

長
は
「
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
な
ど
で
極
端
に
安
価
な

Ｐ
Ｃ
を
購
入
し
た
も
の
の
、
正
常
に
使
用
で

き
ず
、
結
果
と
し
て
店
舗
へ
相
談
に
来
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
い
」
と
い
う
。
今
後
の
市
場

成
長
の
鍵
は
、
品
質
保
証
、
真
贋
判
定
、
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
消
費
者
が

抱
え
る
不
安
を
い
か
に
解
消
す
る
か
が
カ
ギ

を
に
ぎ
る
。

　
環
境
省
は
今
年
3
月
、「
リ
ユ
ー
ス
等
の

促
進
に
関
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
策
定
し
、

リ
ユ
ー
ス
市
場
の
規
模
を
2
0
3
0
年
に
4

兆
6
0
0
0
億
円
ま
で
引
き
上
げ
る
目
標
を

掲
げ
た
。
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
と
製
造
や
廃

棄
の
際
に
出
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
が

目
的
で
、
今
後
、
市
場
拡
大
を
国
も
後
押
し

す
る
。
中
古
品
市
場
の
拡
大
に
よ
り
、
家
計

負
担
の
軽
減
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
需
要
や
雇

用
の
創
出
、
循
環
型
経
済
へ
の
移
行
促
進
を

通
じ
て
地
域
経
済
に
も
プ
ラ
ス
効
果
を
も
た

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（

新
川
　
真
吾
）

大
傾
向
に
あ
り
、特
に
ア
ジ
ア
や
北
米
で
は
、

日
本
の
中
古
品
の
品
質
や
真
贋
へ
の
信
頼
感

を
背
景
に
、「U

sed in Japan

」
へ
の
評
価

が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　
一
方
で
、売
り
手
側
（
供
給
）
で
は
、終
活
、

断
捨
離
、
遺
品
整
理
、
自
身
の
持
つ
資
産
の

整
理
に
伴
い
発
生
し
た
自
宅
に
あ
る
品
物
を

持
ち
込
む
動
き
も
増
え
て
き
た
。さ
ら
に「
金

相
場
の
高
騰
を
背
景
に
、
宝
石
や
貴
金
属
の

売
却
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
」（
コ
メ
兵
・

常
田
氏
）。
大
手
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
運
営
す

る
メ
ル
カ
リ
の
試
算
で
は
、
国
内
の
家
庭
で

1
年
以
上
使
わ
れ
て
い
な
い
不
用
品
（「
隠

れ
資
産
」）
は
90
兆
5
3
5
2
億
円
あ
る
と

さ
れ
、「
不
要
だ
」、「
価
値
が
な
い
」
と
思
っ

て
い
た
も
の
が
「
換
金
で
き
る
資
産
」
と
し

て
見
直
さ
れ
る
動
き
も
あ
る
。
こ
う
し
た
売

り
手
側
の
変
化
も
、
市
場
の
成
長
余
地
を
広

げ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ

や
Ｅ
Ｃ
の
普
及
に
よ
り
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
売

買
が
日
常
的
な
行
動
と
し
て
浸
透
し
た
こ
と

も
大
き
い
。
弊
社
調
査
で
も
、
中
古
品
の
購

入
場
所
は
、「
総
合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
」

　
物
価
高
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
普
及
、
環
境

意
識
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
中
古
品
市

場
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
弊
社
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
県
民
の
約
8
割
が
中
古

品
を
購
入
し
た
経
験
を
有
し
て
お
り
、
中
古

品
が
日
常
的
な
消
費
の
選
択
肢
と
し
て
定
着

し
て
い
る
。
一
方
で
、
中
古
品
に
対
す
る
抵

抗
感
は
品
目
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
本

稿
で
は
、
県
内
の
リ
ユ
ー
ス
市
場
の
動
向
や

事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
今
後

の
市
場
動
向
を
考
察
す
る
。

　
弊
社
が
実
施
し
た
県
民
向
け
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査１
（
以
下
、
弊
社
調
査
）
に
よ
る
と
、

県
民
の
約
8
割
が
中
古
品
購
入
の
経
験
が
あ

る
と
回
答
し
て
お
り
、
リ
ユ
ー
ス
市
場
は
身

近
な
消
費
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

る
（
図
表
1
）。
全
国
の
リ
ユ
ー
ス
市
場
は

拡
大
し
て
お
り
、
環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と

2
0
2
4
年
は
約
3
兆
5
0
0
0
億
円
と
12

年
比
で
12
・
7
％
増
加
し
て
い
る
（
図
表

2
）。
こ
の
よ
う
な
市
場
拡
大
の
背
景
と
し

て
は
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る

（
図
表
3
）。

　
ま
ず
、買
い
手（
需
要
）側
か
ら
み
て
み
る
。

弊
社
調
査
に
よ
る
と
中
古
品
を
購
入
す
る
理

由
と
し
て
、「
新
品
よ
り
価
格
が
安
い
た
め
」

（
72
・
4
％
）
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
に
「
商

品
に
よ
っ
て
は
中
古
で
も
十
分
に
使
え
る
た

め
」（
49
・
0
％
）、「
掘
り
出
し
物
や
希
少

品
が
見
つ
か
る
た
め
」（
37
・
7
％
）
が
続

い
て
い
る
（
図
表
4
）。
物
価
高
に
よ
る
節

約
志
向
や
生
活
防
衛
意
識
の
高
ま
り
を
受

け
、
価
格
を
抑
え
つ
つ
必
要
な
商
品
を
入
手

で
き
る
中
古
品
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
価
格
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

今
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
ア
イ
テ
ム
、ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
品
を
探
し
た
い
と
い
う
需
要
も
あ

る
よ
う
だ
。
ま
た
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
買
い
取

り
・
販
売
な
ど
を
手
が
け
る
コ
メ
兵
（
愛
知

県
名
古
屋
市
）
の
広
報
担
当
、
常
田
詩
恩
氏

に
よ
る
と
、「
海
外
で
も
中
古
品
市
場
は
拡

県
内
事
業
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ

CD・DVD・ゲームソフト

本・雑誌

自動車

自転車

おもちゃ・ホビー用品

スポーツ用品・アウトドア用品

ブランド品・腕時計

カメラ

住宅

家具

バッグ・アクセサリー

子ども用品（ベビー用品など）

楽器

衣服

家電製品

スマートフォン・パソコン・タブレット

0 20 40 60 80 100

31.0 32.0 16.3 10.0 10.7

26.7 36.7 12.0 14.3 10.3 

18.7 31.0 25.3 12.0 13.0 

18.7 30.0 28.0 10.7 12.7 

12.7 23.7 29.3 17.7 16.7 

11.3 23.3 30.0 19.7 15.7 

11.0 18.0 25.3 22.3 23.3 

10.7 24.0 25.7 18.0 21.7 

10.7 24.3 33.0 15.0 17.0 

10.7 25.3 24.3 19.7 20.0 

10.3 20.7 20.0 24.3 24.7 

9.7 19.0 28.0 20.0 23.3 

9.7 17.7 32.3 20.3 20.0 

9.7 19.3 15.3 25.0 30.7 

8.3 20.7 19.3 28.7 23.0 

7.3 17.0 20.0 28.0 27.7 

（単位：％）

■抵抗はない　■あまり抵抗はない　■どちらともいえない　■やや抵抗がある　■抵抗がある

図表７　中古品購入への抵抗感（品目別、「抵抗はない」の回答が多い順）

図表８　購入頻度と抵抗感指数の関係
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本・雑誌

CD・DVD・ゲームソフト

自動車

家具

自転車
住宅

楽器

おもちゃ・ホビー用品

スポーツ用品・アウトドア用品

子ども用品（ベビー用品など）

カメラ ブランド品・腕時計

家電製品

スマートフォン・パソコン・タブレット

バッグ・アクセサリー

衣服

190 210 230

弱い 抵抗感 強い

抵抗感指数

高

低

購
入
頻
度

購
入
経
験
が
あ
る
割
合（
％
）

▲「STARS」城西店の外観（上）と店内（中・下）
　の様子。幅広い中古品が所狭しと並ぶ

注）抵抗感指数：回答割合に、「抵抗がない」は1、「あまり抵抗がない」は2、「やや抵抗がある」は3、「抵抗がある」は4をそれぞれかけた数値の合計。数値が高いほど抵抗感が強い
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（
46
・
4
％
）
が
最
も
多
く
、
次
に
「
フ
リ

マ
ア
プ
リ
」（
35
・
1
％
）、「
専
門
リ
ユ
ー

ス
シ
ョ
ッ
プ
」（
28
・
0
％
）
が
続
く
な
ど
、

店
舗
と
デ
ジ
タ
ル
の
双
方
が
利
用
さ
れ
て
い

る
（
図
表
5
）。
こ
の
よ
う
に
チ
ャ
ネ
ル
が

多
様
化
し
た
こ
と
で
、
売
り
手
、
買
い
手
双

方
に
と
っ
て
中
古
品
を
取
引
す
る
ハ
ー
ド
ル

は
低
下
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
廃
棄
す
る
も
の
を
減
ら
し
た
い
と
い
う

環
境
意
識
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心

の
高
ま
り
な
ど
価
値
観
の
変
化
に
伴
う
消
費

者
側
の
行
動
の
変
化
も
う
か
が
え
る
。
ブ
ラ

ン
ド
品
な
ど
で
は
、
若
い
人
を
中
心
に
、
購

入
時
か
ら
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
を
意
識
す
る

消
費
行
動
も
み
ら
れ
る
。
常
田
氏
は
、「
新

品
も
中
古
も
横
並
び
で
比
較
す
る
。
ま
た
、

購
入
時
に
は
売
る
時
を
考
え
て
価
値
の
下
が

り
に
く
い
も
の
を
選
ぶ
と
い
っ
た
価
値
観
も

広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　
中
古
品
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
幅
広
い
品

目
が
流
通
し
て
い
る
。
弊
社
調
査
で
中
古
品

の
購
入
経
験
が
あ
る
人
（「
よ
く
購
入
し
て

い
る
」「
と
き
ど
き
購
入
し
て
い
る
」「
過
去

に
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
人

の
合
計
）
に
、
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
品
目

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
本
・
雑
誌
」
が
67
・

4
％
と
最
も
多
く
、「
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
」
が
41
・
4
％
、「
衣
服
」
が

40
・
2
％
で
続
い
た
（
前
頁
図
表
6
）。

　
一
方
で
、
購
入
す
る
際
の
抵
抗
感
・
受
容

度
に
は
品
目
に
よ
り
差
が
み
ら
れ
た
。
品
目

別
に
中
古
品
購
入
へ
の
抵
抗
感
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
」

「
本
・
雑
誌
」
で
は
、い
ず
れ
も
6
割
強
が
「
抵

抗
は
な
い
」「
あ
ま
り
抵
抗
は
な
い
」
と
回

答
し
、
抵
抗
感
は
比
較
的
低
か
っ
た
（
図
表

7
）。
こ
れ
ら
は
購
入
経
験
率
が
高
く
、
抵

抗
感
も
低
い
「
定
着
型
」
の
分
野
と
い
え
る

（
図
表
8
）。
こ
れ
に
対
し
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
」「
家
電
製
品
」

「
衣
服
」
で
は
、
い
ず
れ
も
5
割
強
が
「
抵

抗
が
あ
る
」「
や
や
抵
抗
が
あ
る
」
と
回
答

し
て
い
る
。
価
格
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
半
面
、

故
障
リ
ス
ク
や
品
質
へ
の
不
安
が
購
入
の

ハ
ー
ド
ル
と
な
る
な
ど
、
心
理
的
な
障
壁
も

大
き
い
。

　
た
だ
、
衣
服
に
つ
い
て
は
、
抵
抗
感
が
比

較
的
強
い
一
方
で
、
購
入
経
験
率
も
高
い
と

い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
衛
生
面

な
ど
に
不
安
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ
れ
を
上
回

る
価
格
メ
リ
ッ
ト
や
商
品
価
値
が
あ
る
こ
と
で

購
入
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
中
古
市
場
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
中
、
県

内
の
中
古
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。

実
物
を
み
て
選
べ
る
安
心
感
〜

総
合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
「
S
T
A
R
S
」

　
総
合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」

（
鹿
児
島
市
）
で
は
家
電
、
家
具
、
衣
料
品
、

雑
貨
、
本
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
品
目
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
中
古
品
売

買
（
出
張
買
取
も
含
む
）
の
他
に
も
引
っ
越

し
、
粗
大
ご
み
回
収
、
遺
品
整
理
な
ど
を
手

が
け
る
。
店
頭
に
持
ち
込
ま
れ
た
商
品
に
加

え
、
引
っ
越
し
の
依
頼
先
で
不
要
と
さ
れ
た

商
品
の
ほ
か
、自
宅
整
理
を
進
め
る
高
齢
者
、

事
業
者
か
ら
の
買
取
依
頼
も
多
く
、
年
間
で

の
買
取
件
数
は
1
万
点
を
超
え
る
。
同
店
で

は
こ
う
し
た
商
品
の
中
か
ら
、
再
販
可
能
な

も
の
を
選
別
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
施
し
店

頭
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
。

　
来
店
者
は
、
短
期
間
だ
け
の
生
活
用
品
を

必
要
と
す
る
学
生
や
転
勤
族
に
加
え
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
、
事
業
者
な
ど
幅
広
い
。
営
業
開

始
か
ら
25
年
以
上
に
な
る
が
、
こ
の
間
、
中

古
品
を
現
実
的
な
選
択
肢
と
捉
え
る
利
用
者

は
一
定
数
存
在
し
て
お
り
、
物
価
高
を
受
け

た
現
在
で
も
来
店
客
は
安
定
し
て
い
る
と
い

う
（
同
店
店
長
）。
ま
た
、
掘
り
出
し
物
を

探
す
感
覚
で
来
店
す
る
人
も
多
く
、
購
入
を

き
っ
か
け
に
売
却
側
へ
回
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

な
ど
、
利
用
者
間
で
の
好
循
環
も
生
ま
れ
て

い
る
。
同
店
で
は
、
中
古
家
電
に
つ
い
て
新

品
と
同
様
の
保
証
を
つ
け
る
こ
と
で
、
購
入

後
す
ぐ
に
故
障
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

購
入
者
の
不
安
を
取
り
除
く
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
入
荷
情
報
や
買
取
を
希
望
す
る
商

品
な
ど
を
随
時
更
新
し
、
最
新
の
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
来
店
を
促
し
て
い
る
。

　
同
店
で
は
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
の
取
り
扱
い

を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
連
携
し
て
い
る
買

い
取
り
専
門
店
へ
案
内
す
る
一
方
で
、
そ
の

買
い
取
り
専
門
店
が
取
り
扱
わ
な
い
分
野
の

商
品
は
同
店
を
紹
介
し
て
も
ら
う
な
ど
、
相

互
送
客
も
図
っ
て
い
る
。
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な

ど
の
利
用
が
広
が
る
一
方
で
、
店
長
は
「
店

舗
で
実
物
を
見
て
選
べ
る
安
心
感
や
地
元
密

着
感
に
加
え
て
、
家
電
に
保
証
が
付
い
て
い

る
こ
と
が
当
店
の
強
み
」
と
話
す
。

鑑
定
力
と
多
様
な
流
通
チ
ャ
ネ
ル
が
強
み
〜

買
い
取
り
専
門
店
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｈ
Ｙ
Ｏ
」

　
足
元
で
、
買
い
取
り
専
門
店
が
増
加
し
て

い
る
中
、
コ
メ
兵
は
県
内
で
買
い
取
り
専
門

店
を
3
店
舗
運
営
し
て
い
る
。
幅
広
い
層
の

客
が
来
店
す
る
が
、
利
用
層
と
し
て
は
「
使

わ
な
く
な
っ
た
も
の
を
整
理
し
た
い
」
と
考

え
る
40
〜
60
代
が
最
も
多
い
傾
向
が
あ
る
と

い
う
。「
売
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
ま

ず
は
対
面
で
相
談
し
た
い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ

が
強
い
た
め
、
同
社
は
特
に
買
取
の
場
面
で

は
対
面
接
点
の
重
要
性
が
高
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
同
社
で
は
長
年
蓄
積
し
た
取
引

デ
ー
タ
と
鑑
定
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
ブ
ラ

ン
ド
バ
ッ
グ
の
真
贋
Ａ
Ｉ
を
2
0
2
0
年
か

ら
実
際
の
店
舗
で
活
用
し
て
い
る
。
対
応
ブ

ラ
ン
ド
は
10
ブ
ラ
ン
ド
ま
で
拡
大
し
て
お

り
、
99
％
の
高
い
精
度
を
維
持
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
は
鑑
定
士
の
負
担
軽
減
や
査
定

ス
ピ
ー
ド
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し

て
顧
客
と
の
対
話
に
時
間
を
あ
て
や
す
く
な

る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
に
も
寄
与

し
て
い
る
。

　
同
店
で
は
買
い
取
っ
た
商
品
は
す
べ
て
、

愛
知
県
の
「
商
品
セ
ン
タ
ー
」
に
集
約
し
、

そ
の
後
、全
国
の
店
舗
で
販
売
す
る
商
品
と
、

法
人
向
け
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
流
通
さ
せ
る

商
品
に
振
り
分
け
る
。
小
売
と
法
人
販
売
の

両
チ
ャ
ネ
ル
を
持
つ
こ
と
で
、
商
品
特
性
や

相
場
環
境
に
応
じ
た
柔
軟
な
流
通
を
可
能
と

し
て
い
る
。
小
売
り
す
る
品
物
は
商
品
セ
ン

タ
ー
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
を
行
い
、
一

定
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
満
た
し
た
品
物
を
店

舗
へ
出
荷
し
て
い
る
。
同
社
は
リ
ユ
ー
ス
そ

の
も
の
が
循
環
型
社
会
に
資
す
る
事
業
で
あ

り
、
リ
ユ
ー
ス
市
場
は
中
長
期
的
に
拡
大
基

調
が
続
く
と
見
込
ん
で
い
る
。
国
内
同
様
に

市
場
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
海
外
で
の
展
開
も

強
化
し
て
い
く
。

専
門
性
と
保
証
で
消
費
者
の
不
安
を
払
拭
〜

専
門
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ「
パ
ソ
コ
ン
市
場
」

　
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
（
福
岡
市
）
が
運
営
す

る
「
パ
ソ
コ
ン
市
場
　
鹿
児
島
店
」（
鹿
児

島
市
）
で
は
、中
古
・
新
品
Ｐ
Ｃ（
パ
ソ
コ
ン
）

の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
よ
り
安
い
価
格
で

Ｐ
Ｃ
を
購
入
し
た
い
と
い
う
価
格
志
向
の
強

い
客
が
多
く
訪
れ
る
。Ａ
Ｉ
需
要
増
加
に
伴

い
、
足
元
の
Ｐ
Ｃ
価
格
は
大
き
く
上
昇
し
て

い
る
中
、
低
価
格
指
向
は
よ
り
強
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。
家
電
量
販
店
を
見
た
う
え
で
価

格
を
比
較
す
る
目
的
で
訪
れ
る
個
人
に
加

え
、
経
費
を
抑
制
し
た
い
法
人
と
の
取
引
も

あ
り
、
価
格
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

　
弊
社
調
査
に
お
い
て
、Ｐ
Ｃ
の
中
古
品
購

入
の
抵
抗
感
が
強
か
っ
た
要
因
に
つ
い
て
、

同
店
の
長
濱
和
輝
店
長
は
「
中
古
に
対
す
る

先
入
観
と
し
て
、
す
ぐ
故
障
す
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
不
安
に
加
え
、
品
質
面
、
デ
ー

タ
処
理
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
へ
の
不
安

が
根
強
い
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
す
る
。

そ
の
た
め
同
店
で
は
、
中
古
Ｐ
Ｃ
に
も
新
品

同
様
の
保
証
を
付
与
し
、
安
心
し
て
購
入
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
店
で
は
Ｐ
Ｃ
修
理
も
手
掛
け
て
お

り
、
故
障
し
た
Ｐ
Ｃ
が
持
ち
込
ま
れ
、
修
理

の
可
否
を
相
談
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
同

店
で
は
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
技
術
ス

タ
ッ
フ
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
の
場
で
状
態

を
見
極
め
た
う
え
で
、修
理
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
古
・
新
品
Ｐ
Ｃ
へ
の
買
い
替
え

提
案
ま
で
含
め
た
幅
広
い
案
内
を
行
っ
て
お

り
、
顧
客
の
安
心
感
に
つ
な
げ
て
い
る
。
同

社
で
は「
Ｐ
Ｃ
の
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」

と
い
う
方
針
を
掲
げ
、
導
入
の
検
討
・
購
入
、

運
用
、
保
守
、
廃
棄
、
買
い
替
え
ま
で
、Ｐ

Ｃ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
寄
り
添
い
、

顧
客
に
と
っ
て
の
可
能
性
と
問
題
解
決
の
最

大
化
を
目
指
す
。
顧
客
の
低
価
格
志
向
は
一

段
と
強
ま
っ
て
お
り
、
中
古
Ｐ
Ｃ
や
修
理

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
さ
ら
に
高
ま

る
可
能
性
が
あ
る
。
新
品
購
入
が
難
し
い
顧

客
に
と
っ
て
、
価
格
を
抑
え
つ
つ
一
定
の
品

質
と
保
証
を
備
え
た
中
古
Ｐ
Ｃ
は
、
有
力
な

選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
中
古
品
市
場
拡
大
の
要
因

は
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
よ
り
も
、「
安
く
、

合
理
的
に
、
使
え
る
も
の
を
選
ぶ
」
と
い
う

消
費
行
動
の
表
れ
の
側
面
が
強
い
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
弊
社
調
査
で
も
中
古
品
を
購
入

す
る
理
由
と
し
て
「
環
境
・
資
源
の
有
効
利

用
に
つ
な
が
る
た
め
」
を
挙
げ
た
人
は
12
・

1
％
に
と
ど
ま
り
、
購
入
動
機
の
中
心
は
必

ず
し
も
環
境
意
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
（
前
頁
図
表
4
）。

　
た
だ
県
内
で
は
環
境
意
識
の
面
か
ら
リ

ユ
ー
ス
を
後
押
し
す
る
動
き
が
徐
々
に
現
れ

て
い
る
。
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
を
運
営
す

る
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
シ
テ
ィ
（
鹿
児
島
市
）
は
25

年
12
月
に
衣
料
回
収
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｎ 

Ａ
Ｍ
Ｕ
」
を
始
め
た
。
館
内
に
設
置
さ

れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
不
要
な
衣
料

品
を
持
ち
込
む
と
、
重
量
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
（
衣
料
の
重
さ
1
0
0
㌘
に
つ
き

5
Ｐ
、
2
0
0
Ｐ
で
Ｊ
Ｒ
キ
ュ
ー
ポ
ア
プ
リ

で
の
2
0
0
円
分
ク
ー
ポ
ン
な
ど
と
交
換
）

さ
れ
る
仕
組
み
だ
。
回
収
さ
れ
た
衣
料
品
な

ど
は
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ（
薩
摩
川
内
市
）
な

ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
連
携
し
て
リ
メ
イ

ク
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
活
用
さ
れ

る
。

　
利
用
者
の
反
応
は
良
好
で
、
サ
ー
ビ
ス
開

始
か
ら
半
年
ほ
ど
で
集
ま
っ
た
衣
料
は
約

4
4
0
0
㌔
㌘
と
な
り
、
想
定
を
上
回
っ
て

い
る
。
単
純
に
処
分
し
た
と
き
と
比
較
し
て

約
81
・
7
％
の
C
O
2
排
出
量
削
減
を
実
現

し
て
い
る
と
い
う
。
利
用
者
は
ハ
ウ
ス
カ
ー

ド
ホ
ル
ダ
ー
の
年
齢
層
と
重
な
る
と
こ
ろ
が

多
い
が
、
ポ
イ
活
に
積
極
的
な
40
代
・
50
代

女
性
の
利
用
も
多
い
。
同
社
の
森
聖
弥
氏
は

「
環
境
保
全
に
寄
与
し
、
ま
た
ポ
イ
ン
ト
を

活
用
し
た
買
い
物
が
増
え
る
こ
と
で
テ
ナ
ン

ト
支
援
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
お
客
様

も
得
を
す
る
「
三
方
よ
し
」
の
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
自
治
体
で
も
動
き
が
あ
る
。曽
於
市
で
は
、

24
年
3
月
に
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
お
い
く
ら
」
を
運
営
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
推
進
の
取
り
組
み
を

始
め
た
。
背
景
に
は
、
同
市
の
ご
み
処
理
施

設
へ
の
廃
棄
物
持
ち
込
み
増
加
を
受
け
、
廃

棄
物
削
減
に
向
け
た
リ
ユ
ー
ス
推
進
施
策
を

推
進
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

同
市
に
よ
る
と
、
24
、
25
年
の
2
年
間
で
22

件
、
67
品
目
の
利
用
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

行
政
と
民
間
事
業
者
の
連
携
は
、
ま
だ
使
え

る
も
の
を
廃
棄
せ
ず
循
環
さ
せ
よ
う
と
い
う

市
民
の
環
境
意
識
の
醸
成
に
寄
与
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。

　
中
古
品
市
場
に
は
、
家
計
、
産
業
、
環
境

の
各
面
で
様
々
な
効
果
が
あ
る
。

　
第
一
に
、
家
計
負
担
の
軽
減
で
あ
る
。
中

古
品
を
利
用
す
る
こ
と
で
支
出
を
抑
え
ら

れ
、
そ
の
分
の
可
処
分
所
得
が
外
食
、
旅
行
、

趣
味
な
ど
別
の
消
費
に
回
る
可
能
性
が
あ

る
。
中
古
品
市
場
の
拡
大
は
、
家
計
全
体
の

消
費
を
下
支
え
す
る
側
面
を
持
つ
。第
二
に
、

新
た
な
産
業
や
雇
用
の
創
出
で
あ
る
。
か
つ

て
中
古
品
取
引
は
個
人
売
買
の
色
彩
が
強

か
っ
た
が
、現
在
で
は
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
、

Ｅ
Ｃ
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
に
加
え
、
真
贋
判
定
、

修
理
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
物
流
、
買
い
取
り

と
い
っ
た
周
辺
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
大
き
な

産
業
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
中
古
品
販
売
額

そ
の
も
の
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
個
人
消
費
に
は
計
算

上
は
考
慮
さ
れ
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
流

通
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
生
み
出

す
。
第
三
に
、
循
環
型
経
済
へ
の
貢
献
で
あ

る
。
不
要
品
の
破
棄
や
新
品
の
生
産
量
が
減

れ
ば
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
、

C
O
2
排
出
量
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。Ｇ
Ｘ
や

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
観
点
か
ら

も
、
リ
ユ
ー
ス
の
意
義
は
大
き
い
。

　
中
古
品
市
場
の
拡
大
は
新
品
市
場
と
競
合

す
る
面
が
あ
り
、
業
種
に
よ
っ
て
は
新
品
の

販
売
減
少
や
価
格
競
争
の
激
化
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
消
費
者
が
商
品
や
自
社
ブ

ラ
ン
ド
を
手
軽
に
安
く
試
す
重
要
な
接
点
と

し
て
捉
え
れ
ば
す
そ
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス

と
な
り
得
る
。

　
前
述
の
通
り
、
中
古
品
市
場
の
拡
大
の
背

景
に
は
、「
所
有
」
そ
の
も
の
を
重
視
す
る

価
値
観
か
ら
、
価
格
、
使
い
勝
手
、
再
販
可

能
性
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
を
重
視
す
る
合

理
的
な
消
費
志
向
へ
の
変
化
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、リ
ユ
ー

ス
は
一
時
的
な
節
約
手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、

生
活
に
組
み
込
ま
れ
た
消
費
行
動
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
事
業
者
側
で
は
、

店
舗
販
売
だ
け
で
な
く
、Ｅ
Ｃ
、
越
境
販
売
、

法
人
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
複
数
の
流
通
チ
ャ

ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
動
き
が
進
ん
で
お

り
、
市
場
全
体
の
流
動
性
は
一
段
と
高
ま
っ

て
い
る
。

　
課
題
も
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
市
場
の
長
濱
店

長
は
「
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
な
ど
で
極
端
に
安
価
な

Ｐ
Ｃ
を
購
入
し
た
も
の
の
、
正
常
に
使
用
で

き
ず
、
結
果
と
し
て
店
舗
へ
相
談
に
来
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
い
」
と
い
う
。
今
後
の
市
場

成
長
の
鍵
は
、
品
質
保
証
、
真
贋
判
定
、
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
消
費
者
が

抱
え
る
不
安
を
い
か
に
解
消
す
る
か
が
カ
ギ

を
に
ぎ
る
。

　
環
境
省
は
今
年
3
月
、「
リ
ユ
ー
ス
等
の

促
進
に
関
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
策
定
し
、

リ
ユ
ー
ス
市
場
の
規
模
を
2
0
3
0
年
に
4

兆
6
0
0
0
億
円
ま
で
引
き
上
げ
る
目
標
を

掲
げ
た
。
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
と
製
造
や
廃

棄
の
際
に
出
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
が

目
的
で
、
今
後
、
市
場
拡
大
を
国
も
後
押
し

す
る
。
中
古
品
市
場
の
拡
大
に
よ
り
、
家
計

負
担
の
軽
減
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
需
要
や
雇

用
の
創
出
、
循
環
型
経
済
へ
の
移
行
促
進
を

通
じ
て
地
域
経
済
に
も
プ
ラ
ス
効
果
を
も
た

ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（

新
川
　
真
吾
）

大
傾
向
に
あ
り
、特
に
ア
ジ
ア
や
北
米
で
は
、

日
本
の
中
古
品
の
品
質
や
真
贋
へ
の
信
頼
感

を
背
景
に
、「U

sed in Japan

」
へ
の
評
価

が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　
一
方
で
、売
り
手
側
（
供
給
）
で
は
、終
活
、

断
捨
離
、
遺
品
整
理
、
自
身
の
持
つ
資
産
の

整
理
に
伴
い
発
生
し
た
自
宅
に
あ
る
品
物
を

持
ち
込
む
動
き
も
増
え
て
き
た
。さ
ら
に「
金

相
場
の
高
騰
を
背
景
に
、
宝
石
や
貴
金
属
の

売
却
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
」（
コ
メ
兵
・

常
田
氏
）。
大
手
フ
リ
マ
ア
プ
リ
を
運
営
す

る
メ
ル
カ
リ
の
試
算
で
は
、
国
内
の
家
庭
で

1
年
以
上
使
わ
れ
て
い
な
い
不
用
品
（「
隠

れ
資
産
」）
は
90
兆
5
3
5
2
億
円
あ
る
と

さ
れ
、「
不
要
だ
」、「
価
値
が
な
い
」
と
思
っ

て
い
た
も
の
が
「
換
金
で
き
る
資
産
」
と
し

て
見
直
さ
れ
る
動
き
も
あ
る
。
こ
う
し
た
売

り
手
側
の
変
化
も
、
市
場
の
成
長
余
地
を
広

げ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ

や
Ｅ
Ｃ
の
普
及
に
よ
り
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
売

買
が
日
常
的
な
行
動
と
し
て
浸
透
し
た
こ
と

も
大
き
い
。
弊
社
調
査
で
も
、
中
古
品
の
購

入
場
所
は
、「
総
合
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
」

　
物
価
高
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
普
及
、
環
境

意
識
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
中
古
品
市

場
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
弊
社
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
県
民
の
約
8
割
が
中
古

品
を
購
入
し
た
経
験
を
有
し
て
お
り
、
中
古

品
が
日
常
的
な
消
費
の
選
択
肢
と
し
て
定
着

し
て
い
る
。
一
方
で
、
中
古
品
に
対
す
る
抵

抗
感
は
品
目
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
本

稿
で
は
、
県
内
の
リ
ユ
ー
ス
市
場
の
動
向
や

事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
今
後

の
市
場
動
向
を
考
察
す
る
。

　
弊
社
が
実
施
し
た
県
民
向
け
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査１
（
以
下
、
弊
社
調
査
）
に
よ
る
と
、

県
民
の
約
8
割
が
中
古
品
購
入
の
経
験
が
あ

る
と
回
答
し
て
お
り
、
リ
ユ
ー
ス
市
場
は
身

近
な
消
費
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

る
（
図
表
1
）。
全
国
の
リ
ユ
ー
ス
市
場
は

拡
大
し
て
お
り
、
環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と

2
0
2
4
年
は
約
3
兆
5
0
0
0
億
円
と
12

年
比
で
12
・
7
％
増
加
し
て
い
る
（
図
表

2
）。
こ
の
よ
う
な
市
場
拡
大
の
背
景
と
し

て
は
以
下
の
よ
う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る

（
図
表
3
）。

　
ま
ず
、買
い
手（
需
要
）側
か
ら
み
て
み
る
。

弊
社
調
査
に
よ
る
と
中
古
品
を
購
入
す
る
理

由
と
し
て
、「
新
品
よ
り
価
格
が
安
い
た
め
」

（
72
・
4
％
）
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
に
「
商

品
に
よ
っ
て
は
中
古
で
も
十
分
に
使
え
る
た

め
」（
49
・
0
％
）、「
掘
り
出
し
物
や
希
少

品
が
見
つ
か
る
た
め
」（
37
・
7
％
）
が
続

い
て
い
る
（
図
表
4
）。
物
価
高
に
よ
る
節

約
志
向
や
生
活
防
衛
意
識
の
高
ま
り
を
受

け
、
価
格
を
抑
え
つ
つ
必
要
な
商
品
を
入
手

で
き
る
中
古
品
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
価
格
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

今
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
ア
イ
テ
ム
、ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
品
を
探
し
た
い
と
い
う
需
要
も
あ

る
よ
う
だ
。
ま
た
、
リ
ユ
ー
ス
品
の
買
い
取

り
・
販
売
な
ど
を
手
が
け
る
コ
メ
兵
（
愛
知

県
名
古
屋
市
）
の
広
報
担
当
、
常
田
詩
恩
氏

に
よ
る
と
、「
海
外
で
も
中
古
品
市
場
は
拡

環
境
意
識
の
高
ま
り
が
後
押
し

中
古
品
市
場
の
様
々
な
効
果

ま
と
め
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﹁
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
の
方
が
大
き
い
﹂

と
す
る
企
業
は
5
割
弱

　
自
社
経
営
に
お
け
る
政
策
金
利
引
き
上
げ

の
影
響
に
つ
い
て
は
、「
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
の
方

が
大
き
い
」
が
45
・
5
％
と
最
も
多
く
、「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
29
・
8
％
、「
わ
か

ら
な
い
」
が
15
・
1
％
、「
影
響
は
な
い
」
が

8
・
7
％
、「
プ
ラ
ス
の
影
響
の
方
が
大
き
い
」

が
1
・
0
％
と
続
い
た
（
図
表
1
）。
業
種

別
に
み
る
と
、
そ
の
他
産
業
で
「
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
の
方
が
大
き
い
」
が
59
・
8
％
と
最
も

多
い一
方
、
卸
売
業
で
は
29
・
0
％
と
な
り
、

業
種
ご
と
に
差
異
が
み
ら
れ
た
。「
プ
ラ
ス
の

影
響
の
方
が
大
き
い
」
は
卸
売
業
が
3
・

2
％
、
建
設
業
が
2
・
2
％
、
製
造
業
が

1
・
1
％
だ
っ
た
。

　
自
社
経
営
に
お
け
る
政
策
金
利
引
き
上
げ

の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
、「
借
入
金
利
の

上
昇
に
伴
う
損
益
悪
化
」
が
53
・
1
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
借
入
金
利
の
上
昇
に
伴

う
資
金
繰
り
悪
化
」（
35
・
3
％
）、「
借
入

金
利
の
上
昇
に
伴
う
設
備
投
資
の
削
減
、
中

止
」（
16
・
5
％
）
が
続
い
た
（
図
表
2
）。

4
割
強
の
企
業
で
︑

借
入
金
利
は
﹁
既
に
上
昇
﹂

　
自
社
の
借
入
金
利
の
変
化
が
昨
年
6
月
水

準
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
に
つ

い
て
は
、「
既
に
上
昇
し
て
い
る
」
が
44
・
7
％

と
最
も
多
か
っ
た
（
図
表
3－

1
）。
ま
た
、

2
0
2
6
年
度
内
に
上
昇
（「
26
年
9
月
末

ま
で
に
上
昇
」
と
「
26
年
10
月
〜
12
月
末
の

間
に
上
昇
」
と
「
27
年
1
月
〜
3
月
末
の
間

に
上
昇
」
の
合
計
）
と
考
え
て
い
る
企
業
は

14
・
3
％
と
な
っ
た（
図
表
3－

2
）。
一方
、「
わ

か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
企
業
は
27
・
0
％
、

「
変
化
し
な
い
」
は
12
・
3
％
だ
っ
た
。
業
種

別
に
み
て
も
、「
既
に
上
昇
し
て
い
る
」
が
最

も
多
く
、
そ
の
他
産
業
で
は
50
・
5
％
だ
っ
た
。

﹁
今
年
中
は
現
状
維
持
を
望
む
﹂が
最
多

　
自
社
経
営
に
望
ま
し
い
今
後
の
政
策
金
利

推
移
に
つ
い
て
は
、「
今
年
中
は
現
状
の
1
％

を
維
持
」
が
41
・
5
％
と
最
も
多
く
、「
わ

か
ら
な
い
」
が
38
・
8
％
、「
今
年
中
に
0
・

75
％
へ
の
引
き
下
げ
」
が
9
・
9
％
、「
今
年

中
に
0
・
50
％
へ
の
引
き
下
げ
」
が
5
・

8
％
と
な
っ
た
（
図
表
4
）。
一
方
、「
今
年

中
に
1
・
25
％
へ
の
引
き
上
げ
」
は
3
・

4
％
、「
今
年
中
に
1
・
50
％
へ
の
引
き
上
げ
」

は
0
・
7
だ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
日
銀
の
政
策
金
利
の
引
き
上
げ
は
、
物
価

上
昇
の
抑
制
に
加
え
、
海
外
と
の
金
利
差
に

よ
る
円
安
の
是
正
も
狙
っ
た
施
策
だ
が
、
一

方
で
預
金
金
利
や
貸
出
金
利
の
上
昇
を
も
た

ら
す
。
し
か
し
、
企
業
と
し
て
は
、
物
価
抑

制
や
円
安
是
正
な
ど
の
効
果
よ
り
借
入
金
利

の
上
昇
を
懸
念
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

り
、
4
割
強
の
企
業
が
既
に
借
入
金
利
が
上

昇
し
て
い
る
と
回
答
し
て
お
り
、
今
後
の
政

策
金
利
に
つ
い
て
は
「
今
年
中
は
現
状
の

１
％
を
維
持
」
を
望
む
企
業
が
最
多
で
あ
る

な
ど
、
こ
れ
以
上
の
金
利
上
昇
は
厳
し
い
と

考
え
て
い
る
。

　
日
銀
は
現
在
、
名
目
中
立
金
利※
を
1
・
1

〜
2
・
5
％
程
度
と
推
計
し
て
い
る
が
、
現

在
の
政
策
金
利
（
１
％
）
は
こ
の
下
限
に
も

届
い
て
お
ら
ず
、
今
後
も
緩
や
か
な
利
上
げ

を
継
続
す
る
と
み
ら
れ
る
。
県
内
企
業
に

と
っ
て
は
今
後
も
長
引
く
物
価
や
賃
金
上
昇

に
加
え
金
利
上
昇
に
も
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

（
古
江
　
孝
徳
）

プラスワン

※
名
目
中
立
金
利

景
気
を
刺
激
も
抑
制
も
し
な
い
金
利
水
準
（
中
立

金
利
）
に
イ
ン
フ
レ
率
を
加
え
た
金
利

（単位：％）図表3－2　自社の借入金利の変化について（昨年6月水準との比較） ～ 産業別

44.7
6.1
6.5
1.7
1.0
0.3
0.0
0.3
0.0
0.0

12.3
27.0

全産業 製造業 建設業 卸売業 小売業 その他産業
46.0
5.7

12.6
1.1
0.0
1.1
0.0
0.0
0.0
0.0
6.9

26.4

43.2
6.8
2.3
2.3
4.5
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

13.6
27.3

38.7
6.5
0.0
6.5
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0

12.9
35.5

35.0
10.0
2.5
0.0
0.0
0.0
0.0
2.5
0.0
0.0

35.0
15.0

50.5
4.4
6.6
1.1
1.1
0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
6.6

29.7

既に上昇している
2026 年 9 月末までに上昇
2026 年 10 月～ 12 月末の間に上昇
2027 年 1 月～ 3月末の間に上昇
2027 年 4 月以降に上昇
既に下落している
2026 年 9 月末までに下落
2026 年 10 月～ 12 月末の間に下落
2027 年 1 月～ 3月末の間に下落
2027 年 4 月以降に下落
変化しない
わからない

14.3

図表4　自社経営に望ましい今後の政策金利推移
0 20 40 60 80 100

（％）

■今年中に1.25％への引き上げ　■今年中に1.50％への引き上げ　■今年中は現状の１％を維持
■今年中に0.75％への引き下げ　■今年中に0.50％への引き下げ　■わからない

全産業
製造業

建設業

卸売業

小売業

その他産業

3.4
0.7

41.5 9.9 5.8 38.8

4.5 40.9 9.1 4.5 40.9

2.3 38.6 13.6 4.5 40.9

6.5 3.2 32.3 9.7 6.5 41.9

2.4 51.2 12.2 34.1

2.2
1.1

42.2 7.8 10.0 36.7

図表3－1　自社の借入金利の変化について
　　　　　  （昨年6月水準との比較） ～ 全産業

既に上昇
している
44.7

変化しない
12.3

わからない
27.0

2026年
9月末までに
上昇
6.1

2026年
10月～12月末
の間に上昇
6.5

2027年
1月～3月末
の間に上昇
1.7

2027年
4月以降に
上昇
1.0

既に下落している
0.3

2026年
10月～12月末
の間に下落
0.3

（単位：％）
（％）

借入金利の上昇に伴う損益悪化
借入金利の上昇に伴う資金繰り悪化

借入金利の上昇に伴う設備投資の削減、中止
物価（インフレ）抑制に伴うコスト削減

為替変動（主に円安抑制）に伴う利益減少
借入金利の上昇を見越した設備投資の早期実施

預金金利上昇に伴う利益改善
物価（インフレ）抑制に伴う販売価格低下
預金金利の上昇に伴う資金繰り改善

為替変動（主に円安抑制）に伴う販売減少
為替変動（主に円安抑制）に伴う販売増加
為替変動（主に円安抑制）に伴う利益増加

その他

図表2　自社経営における政策金利引き上げの具体的影響
           （3つまで）

0 20 40 60
53.1

35.3
16.5

12.1
12.1

9.8
9.4
9.4

6.7
5.4

2.2
1.8

5.8

図表1　自社経営における政策金利引き上げの影響
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

■プラスの影響の方が大きい　■マイナスの影響の方が大きい
■どちらとも言えない　■影響はない　■わからない

全産業
製造業

建設業

卸売業

小売業

その他産業

1.0
45.5 29.8 8.7 15.1

1.1
43.2 35.2 3.4 17.0

2.2 40.0 33.3 11.1 13.3

3.2 29.0 35.5 16.1 16.1

37.2 34.9 16.3 11.6

59.8 18.5 6.5 15.2

自社経営における政策金利引き上
げの影響については、「マイナスの
影響の方が大きい」が45.5％と最
も多かった。

自社の借入金利の変化が昨年6月
水準と比較してどのように変化す
るかについては、「既に上昇してい
る」が44.7％と最も多く、2026年
度内に上昇（「26年9月までに上
昇」と「26年10月～12月末の間に
上昇」と「27年1月～3月末までの
間に上昇」の合計）と考えている企
業は14.3％となった。一方、「わか
らない」と回答した企業は27.0％、
「変化しない」は12.3％だった。

●

●

【調査結果のポイント】

調査時期
2026年6月下旬

調査の概要

調査方法
インターネット及び郵送

対象企業
県内主要企業500社

回答企業数
304社（回答率 60.8％）

日
銀
の
政
策
金
利

引
き
上
げ
に
つ
い
て

―
物
価
抑
制
や
円
安
是
正
よ
り
、借
入
金
利
上
昇
へ
の
懸
念
が
大
き
い
―
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最
近
、
農
業
関
係
で
社
会
的
な
問
題
に

な
っ
た
の
は
、日
本
国
民
の
主
食
で
あ
る「
コ

メ
」。2
0
2
4
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
ス
ー
パ
ー

の
店
頭
で
の
品
薄
感
が
高
ま
り
、「
令
和
の

コ
メ
騒
動
」
と
い
う
く
ら
い
の
社
会
的
な
問

題
に
発
展
し
、
毎
日
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
、

新
聞
な
ど
で
コ
メ
不
足
、
価
格
高
騰
と
い
っ

た
報
道
が
行
わ
れ
た
。

　
コ
メ
不
足
に
な
っ
た
主
な
要
因
は
2
つ
。

1
つ
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
あ
る
。
夏
場

の
気
温
の
急
激
な
上
昇
が
コ
メ
の
生
育
に
も

影
響
し
、
玄
米
の
収
穫
量
は
平
年
並
み
で

あ
っ
た
と
し
て
も
質
が
落
ち
て
、
そ
れ
を
精

米
に
す
る
と
き
に
削
る
部
分
が
多
く
な
っ
た

り
、
米
粒
が
砕
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
こ

の
た
め
、
店
頭
に
並
べ
る
製
品
（
精
米
）
を

安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
。
も
う
1
つ
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

に
よ
る
コ
メ
の
需
要
の
増
加
で
あ
る
。
20
年

か
ら
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
経
済
的
な
影
響
が
落
ち
着
き
、
海
外
か
ら

日
本
に
来
る
観
光
客
も
、
22
年
の
3
8
3
万

人
か
ら
25
年
は
4
2
6
8
万
人
と
急
激
に
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
コ
メ
の
消
費
量
も
増

加
し
た
。

　
日
本
は
、
1
9
9
3
年
に
も
コ
メ
不
足
を

経
験
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
平
成
の
コ
メ

騒
動
」
で
あ
る
。
そ
の
当
時
（
93
年
産
）
の

コ
メ
は
、
東
北
地
方
の
冷
害
等
が
大
き
く
影

響
し
、
作
況
指
数
74
（
平
年
作
の
作
況
指
数

は
1
0
0
）
と
大
不
作
。
コ
メ
の
生
産
量
は

7
8
3
万
㌧
で
前
年
の
9
7
1
万
㌧
に
比
べ

て
1
8
8
万
㌧
減
少
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
応
し
て
、
農
林
水
産
省
は
、
ア
メ

リ
カ
、
中
国
、
タ
イ
な
ど
か
ら
2
5
9
万
㌧

の
コ
メ
の
緊
急
輸
入
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

海
外
か
ら
急
き
ょ
輸
入
し
た
コ
メ
は
、
日
本

人
が
ふ
だ
ん
食
べ
て
い
る
コ
メ
と
は
違
い
、

長
粒
種
の
パ
サ
パ
サ
し
た
触
感
の
コ
メ
が
主

だ
っ
た
た
め
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
等

を
踏
ま
え
、
95
年
に
政
府
備
蓄
米
制
度
が
創

設
さ
れ
、
不
足
の
事
態
に
備
え
て
、
国
内
産

米
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。

令
和
の
コ
メ
騒
動
で
は
、
こ
の
政
府
備
蓄
米

を
一
定
程
度
市
場
に
放
出
す
る
こ
と
で
、
国

民
の
主
食
で
あ
る
コ
メ
の
安
定
供
給
を
果
た

す
こ
と
は
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
人
の
生
活
、企
業
の
活
動
の
中
で
は
、

農
作
物
す
な
わ
ち
「
食
」
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
。「
食
」
の
源
は
農
業
で
あ
る
。

農
業
の
持
続
性
を
確
保
し
て
こ
そ
、
国
民
の

食
生
活
や
企
業
の
活
動
も
安
心
し
て
行
え
る

と
考
え
る
。
農
業
施
策
の
大
元
の
考
え
方
を

整
理
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

が
99
年
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
本
法
の
施
行

か
ら
約
20
年
が
経
過
し
た
2
0
2
4
年
に

は
、
諸
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
た
改
正
が

行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
は
、
そ
の

背
景
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
鹿
児
島
県
の
農
業
や
課
題
等
に

つ
い
て
も
、
私
の
考
え
方
を
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
1
9
9
9
年
に
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」
が
制
定
さ
れ
る
以
前
は
、
61
年
に
制

定
さ
れ
た
「
農
業
基
本
法
」
の
下
で
農
業
施

策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。こ
の
法
の
下
で
は
、

主
に
戦
後
の
食
料
難
を
踏
ま
え
た
コ
メ
や

麦
、
大
豆
な
ど
の
食
料
の
増
産
、
需
要
が
見

込
ま
れ
る
果
樹
等
の
生
産
拡
大
、
農
業
と
他

産
業
の
所
得
格
差
の
是
正
な
ど
の
施
策
が
行

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
は
高
度
経
済

成
長
に
よ
り
、
二
次
、
三
次
産
業
が
成
長
す

る
中
で
、
若
者
が
労
働
力
と
し
て
農
村
部
か

ら
都
市
部
に
移
動
、
市
場
原
理
の
下
で
流
通

が
多
様
化
す
る
な
ど
社
会
情
勢
が
変
化
す
る

中
で
、
農
業
分
野
も
時
代
に
合
っ
た
施
策
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
農
業
基
本

法
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
法
の
下
で
、
食
料
の
安
定
供
給
の
確

保
、
農
業
の
持
続
性
の
確
保
、
農
村
の
振
興

な
ど
を
柱
と
し
た
施
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
国
際
情
勢
、
国
内
情
勢
が
変
化
し
て
い

る
中
で
、
時
代
に
合
っ
た
施
策
を
展
開
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
2
0
2
4
年
6
月
に

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

新
た
に「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」及
び「
環

境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確

立
」
が
政
策
の
柱
に
加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。そ
の
主
な
背
景
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
日
本
は
、
食
料
の
海
外
依
存
度
が
高
い
。

基
本
法
制
定
前
の
1
9
9
8
年
の
頃
は
、
日

本
は
世
界
1
位
の
農
林
水
産
物
の
純
輸
入
国

だ
っ
た
（
図
表
1
）。
し
か
し
、
現
在
は
中

国
が
第
1
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
も
経

済
成
長
が
進
む
中
で
、
人
口
増
加
や
食
生
活

の
変
化
な
ど
が
影
響
し
、
食
料
の
海
外
依
存

が
高
ま
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
日
本
は
、
穀
物
（
小
麦
、

大
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
）
の
国
内
消
費
量
約

3
3
0
0
万
㌧
の
う
ち
約
7
割
に
相
当
す
る

約
2
3
0
0
万
㌧
を
輸
入
に
依
存
し
て
い

る
。
2
0
2
2
年
の
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
情
勢
緊
迫
化
な
ど
が
世
界
の
穀
物
相
場
や

取
引
に
も
影
響
し
て
お
り
、
穀
物
の
輸
入
依

存
度
の
高
い
日
本
は
、
限
ら
れ
た
国
内
の
農

地
を
フ
ル
活
用
し
て
穀
物
の
国
内
生
産
の
拡

大
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
は
、
農
作
物
の
生
産
性
の
向
上
や
品
質
の

安
定
な
ど
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、
農

作
物
の
生
産
に
は
、
基
準
を
満
た
し
た
化
学

肥
料
や
農
薬
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
化
学
肥
料
の

主
原
料
の
尿
素
、
り
ん
安
、
塩
化
加
里
に
つ

い
て
は
ほ
ぼ
全
量
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る

（
図
表
２
）。
こ
れ
も
、
国
際
情
勢
の
変
化
に

よ
り
、
調
達
が
難
し
く
な
る
こ
と
も
十
分
想

定
さ
れ
る
。

　
日
本
の
農
業
の
持
続
性
、
食
料
の
安
定
供

給
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
化
学
肥
料

か
ら
家
畜
排
せ
つ
物
な
ど
を
利
用
し
た
た
い

肥
な
ど
の
国
内
資
源
へ
転
換
を
進
め
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。鹿
児
島
県
は
、牛
、豚
、

鶏
の
畜
産
経
営
が
多
い
。
こ
う
し
た
中
で
、

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
で
は
ペ
レ
ッ
ト
た
い

肥
な
ど
を
製
造
し
、
お
茶
、
園
芸
な
ど
の
栽

培
で
の
利
用
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

動
き
を
全
国
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

　
日
本
の
食
料
自
給
率
（
国
内
消
費
を
ど
の

程
度
国
内
生
産
で
賄
え
て
い
る
か
の
割
合
を

示
す
指
標
）
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
計
算

し
た
指
標
を
み
る
と
、
1
9
6
5
年
の
73
％

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
最
近
は
40
％
程

度
で
推
移
（
図
表
３
）。
諸
外
国
を
み
る
と
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
2
5
7
％
、
ア
メ
リ
カ

は
1
1
2
％
、
イ
ギ
リ
ス
は
56
％
と
な
っ
て

お
り
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
低
い
。

　
日
本
の
食
料
自
給
率
が
低
い
の
は
、
食
生

活
の
変
化
の
影
響
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
以
前
は
、
コ
メ
を
中
心
に
国
内
で
生
産

さ
れ
た
農
作
物
を
利
用
し
た
「
日
本
型
食
生

活
」
が
主
流
だ
っ
た
が
、
経
済
成
長
に
よ
り

国
民
の
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
パ

ン
や
肉
類
等
を
中
心
と
し
た
「
欧
米
型
食
生

活
」
へ
徐
々
に
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
食

料
自
給
率
が
低
下
し
て
い
る
。
コ
メ
の
一
人

当
た
り
の
年
間
消
費
量
を
み
て
も
、

1
9
6
2
年
は
1
1
8
・
3
㌔
㌘
だ
っ
た
が
、

2
0
2
4
年
で
は
53
・
4
㌔
㌘
ま
で
減
少
し

て
い
る
。
食
材
や
資
源
な
ど
の
海
外
か
ら
の

調
達
に
不
安
が
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、

今
後
は
、
子
供
や
大
人
を
対
象
と
し
た
食
育

活
動
を
通
じ
て
、
国
内
産
の
農
作
物
へ
の
関

心
を
高
め
つ
つ
、
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化

は
日
本
の
風
土
や
農
業
と
マ
ッ
チ
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
も
訴
求
し
な
が
ら
、
コ
メ
を
中

心
と
し
た
「
日
本
型
食
生
活
」
の
普
及
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

 

　
地
球
温
暖
化
は
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
日
本
も
平
均
気
温
が
1
0
0
年
当
た

り
で
1
・
44
℃
の
割
合
で
上
昇
し
て
い
る
中

で
、
集
中
豪
雨
の
発
生
回
数
も
増
加
傾
向
に

あ
り
、
台
風
も
超
大
型
の
勢
力
を
維
持
し
た

ま
ま
日
本
に
襲
来
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
作
物
の
収
量
減
少

や
品
質
低
下
、
漁
獲
量
の
減
少
な
ど
、
国
民

の
生
活
に
も
悪
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の
上
昇
に

よ
る
地
球
温
暖
化
が
要
因
と
さ
れ
て
お
り
、

日
常
生
活
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
産
業
分
野

に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
農
業

分
野
で
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、
国
内

資
源
の
活
用
な
ど
に
よ
り
環
境
負
荷
を
抑
え

る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、Ｅ
Ｕ

や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
環
境
政
策
の
取
り
組
み

（
図
表
４
）
や
海
外
で
の
有
機
食
品
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
日
本
農

業
の
持
続
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

2
0
2
1
年
に
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
戦
略
は
50
年
を

目
標
に
、
化
学
農
薬
の
使
用
量
を
50
％
低
減

す
る
、
輸
入
原
料
や
化
石
燃
料
を
原
料
と
し

た
化
学
肥
料
の
使
用
量
を
30
％
低
減
す
る
、

有
機
農
業
の
取
組
面
積
の
割
合
を
25
％

（
1
0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
拡
大
す
る
な
ど

の
方
針
を
掲
げ
、
輸
入
か
ら
国
内
生
産
へ
の

転
換
、
生
産
者
と
消
費
者
が
連
携
し
た
健
康

的
な
「
日
本
型
食
生
活
」
の
普
及
な
ど
の
取

り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
（
図
表
５
）。

  

　
国
民
の
食
生
活
、
事
業
者
の
活
動
等
に
欠

か
せ
な
い
の
が
農
作
物
で
あ
り
、
そ
の
源
は

農
業
。
日
本
全
体
と
し
て
人
口
減
少
や
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
農
業
従
事
者
は
２
０
０
５

年
の
５
５
６
万
人
か
ら
25
年
に
は
１
７
５
万

人
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
（
図
表
6
）。

ま
た
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
（
15
歳
以
上
の

世
帯
員
の
う
ち
、
ふ
だ
ん
仕
事
と
し
て
主
に

自
営
農
業
に
従
事
し
て
い
る
者
）
の
う
ち
、

60
歳
未
満
は
約
２
割
と
な
っ
て
お
り
、
食
料

安
全
保
障
上
、
農
業
の
後
継
者
の
確
保
、
農

産
物
の
生
産
体
制
の
確
立
な
ど
、
将
来
に
わ

た
っ
て
農
業
の
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
の

対
応
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

 

　
こ
う
し
た
こ
と
を
主
な
背
景
と
し
て
、

24
年
の
通
常
国
会
で
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
改
正
法
案
」
が
審
議
さ
れ
、
同
年
６

月
に
改
正
法
案
は
成
立
。
新
た
に
「
食
料
安

全
保
障
の
確
保
」
及
び
「
環
境
と
調
和
の
と

れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
が
政
策
の
柱

に
加
わ
っ
た
。
改
正
基
本
法
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
見
直
し
の
４
つ
の
方
向
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
一
つ
目
は
、
国
民
に
食
料
を
届
け
る
力
を

強
化
す
る
た
め
、
国
内
農
業
生
産
の
増
大
を

は
じ
め
、
輸
入
の
安
定
確
保
や
備
蓄
の
有
効

活
用
、
輸
出
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

る
。
二
つ
目
は
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
、
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
や
食
品
産
業
へ
転
換
す
る

た
め
、
化
学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
量
の
低
減

や
有
機
農
業
な
ど
を
は
じ
め
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
な
ど
の
取
り
組
み
を
生
産
、
加
工
、
流

通
、
消
費
の
分
野
の
関
係
者
が
連
携
し
て
進

め
る
。
三
つ
目
は
、
生
産
性
の
高
い
農
業
経

営
と
す
る
た
め
、
農
地
の
集
積
や
集
約
化
な

ど
を
は
じ
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。
四
つ
目
は
、
農
村
・
農
業
に
関

わ
る
人
を
増
や
し
、
農
村
や
農
業
イ
ン
フ
ラ

を
維
持
す
る
た
め
、
農
業
者
や
非
農
業
者
に

か
か
わ
ら
ず
、
新
た
な
就
業
機
会
の
確
保
を

は
じ
め
、
老
朽
化
し
た
施
設
等
の
再
整
備
、

環
境
保
全
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
25
年
4
月
に
は
、
改
正
基
本
法
の
下
で
、

新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」（
向

こ
う
５
カ
年
間
の
施
策
の
具
体
的
な
方
針
、

目
標
な
ど
を
示
し
た
も
の
）
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
。
新
た
な
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、「
平

時
か
ら
の
食
料
安
全
保
障
を
実
現
」
す
る
観

点
か
ら
、
初
動
５
年
間
で
農
業
の
構
造
転
換

を
集
中
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
し
、
30
年
に

向
け
て
、
食
料
自
給
率
45
％
、
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
額
５
兆
円
、「
担
い
手
」
へ
の

農
地
集
積
率
７
割
を
は
じ
め
、
農
村
関
係
人

口
の
拡
大
な
ど
の
目
標
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
が
設
定
さ

れ
て
い
る
。

　
鹿
児
島
県
は
、
南
北
約
６
０
０
㌔
㍍
と
長

く
、
温
暖
な
気
候
や
広
大
な
畑
地
な
ど
の
特

性
を
生
か
し
、
畜
産
を
は
じ
め
、
茶
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
野
菜
、
果
樹
、
コ
メ
な
ど
、
様
々

な
食
材
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
る
。
2
0
2
4

年
の
農
業
産
出
額
（
24
年
生
産
農
業
所
得
統

計
）
は
5
6
8
9
億
円
で
、
広
大
な
北
海
道

に
次
い
で
２
位
で
あ
る
。
ま
た
、
生
産
農
業

所
得
は
1
6
2
3
億
円
で
、
北
海
道
、
茨
城

県
、熊
本
県
に
次
い
で
４
位
と
な
っ
て
お
り
、

鹿
児
島
県
の
農
業
は
全
国
で
も
高
い
位
置
に

あ
る
（
図
表
７
）。
こ
う
し
た
中
で
、
24
年

に
は
、
荒
茶
の
生
産
量
が
静
岡
県
を
抜
い
て

１
位
に
な
っ
た
こ
と
も
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス

で
あ
る
。

　
農
林
水
産
物
の
海
外
輸
出
も
盛
ん
で
あ

り
、
25
年
度
の
輸
出
額
は
５
８
４
億
円
で
前

年
度
の
４
７
１
億
円
に
比
べ
て
24
％
増
加
し

て
い
る
。
特
に
お
茶
は
、
海
外
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
有
機
栽
培
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
、

さ
ら
に
健
康
ブ
ー
ム
に
よ
る
抹
茶
需
要
に
対

応
し
た
動
き
も
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、牛
肉
、

養
殖
ブ
リ
な
ど
と
と
も
に
、
輸
出
額
の
増
加

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
足
元
を
み
る
と
課
題
も
あ
る
。

鹿
児
島
県
の
農
業
経
営
体
（
経
営
耕
地
面
積

が
30
㌃
以
上
の
経
営
体
）の
状
況
を
み
る
と
、

そ
の
数
は
、
25
年
に
2
万
2
5
4
1
経
営
体

と
な
っ
て
お
り
、
20
年
の
２
万
９
７
１
７
経

営
体
に
比
べ
て
24
％
減
少
し
て
い
る
。
経
営

規
模
を
み
る
と
、
１
㌶
未
満
の
小
規
模
経
営

が
約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
齢
構

成
を
み
る
と
、
60
歳
以
上
が
７
〜
８
割
を
占

め
て
い
る
（
図
表
8
）。
し
た
が
っ
て
、
鹿

児
島
県
の
農
業
は
、
小
規
模
な
高
齢
農
家
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
か

ら
10
年
先
、
20
年
先
の
将
来
、
鹿
児
島
県
の

農
業
の
地
位
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

県
内
各
地
域
の
農
業
の
現
状
、
課
題
等
を
見

極
め
、
主
食
で
あ
る
コ
メ
を
は
じ
め
、
畜
産
、

野
菜
、
果
樹
な
ど
の
農
作
物
の
生
産
体
制
を

整
え
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
こ
の
場
合
、
食
料
安
全
保
障
の
視
点
も
大

切
と
考
え
る
。
日
本
の
人
口
構
造
を
、
食
を

テ
ー
マ
に
し
て
分
類
す
る
と
、
農
業
を
専
業

で
営
む
農
業
法
人
、
専
業
農
家
、
集
落
営
農

と
い
っ
た
「
担
い
手
」
と
、
農
業
が
主
ま
た

は
他
産
業
が
主
の
兼
業
農
家
、
農
産
物
の
生

産
に
か
か
わ
っ
て
い
な
い
人
な
ど
に
分
け
ら

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
政
は
、「
担
い
手
」
に
対

し
て
農
地
を
集
積
し
、
農
作
物
の
生
産
も
集

約
し
て
い
く
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
き
た
。

こ
れ
は
、「
担
い
手
」
が
大
宗
を
占
め
る
農

業
構
造
に
な
れ
ば
、
国
民
へ
の
食
料
の
安
定

供
給
に
も
資
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、

こ
れ
自
体
は
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
農
業
現
場
の
実
態
を
み
る
と
、
食

料
の
生
産
は
、「
担
い
手
」
だ
け
で
は
な
く
、

兼
業
農
家
も
担
っ
て
お
り
、
高
齢
化
に
よ
り

リ
タ
イ
ア
す
る
農
家
の
農
作
物
の
生
産
を
す

べ
て
「
担
い
手
」
に
集
約
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
。

　
食
料
は
、
国
民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
。ま
た
、農
作
物
の
集
荷
・
販
売
業
、

食
品
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
二
次
、
三
次
産

業
に
お
い
て
も
、
農
作
物
は
自
ら
の
事
業
を

行
う
上
で
安
定
的
に
調
達
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
戦
略
物
資
と
考
え
る
。
こ
の
た

め
、
今
後
は
、「
担
い
手
」
へ
の
集
約
だ
け

で
な
く
、
農
業
関
連
事
業
者
な
ど
の
農
業
へ

の
参
加
を
は
じ
め
、「
食
」
と
「
農
」
に
関

心
を
持
つ
人
を
増
や
し
、
農
業
関
係
人
口
を

増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
も
着
実
に
進
め
、
農

業
の
持
続
性
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

　
た
だ
し
、
農
業
経
験
の
な
い
企
業
が
い
き

な
り
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
に
は
、
経
営

面
で
の
リ
ス
ク
も
大
き
い
。
こ
の
た
め
、
農

業
法
人
、専
業
農
家
、集
落
営
農
の「
担
い
手
」

を
は
じ
め
、
農
作
物
の
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
る
農
業
経
営
体
や
団
体
に
対
し
て
資
本
投

入
を
す
る
な
ど
し
て
、
協
働
で
農
作
物
の
生

産
に
取
り
組
み
、
生
産
さ
れ
た
農
作
物
を
自

社
原
料
と
し
て
仕
入
れ
る
と
い
っ
た
手
法
も

考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
農
業
関
係
人
口
を
増
や
す
取
り
組

み
と
し
て
は
、企
業
内
で
の
食
育
を
は
じ
め
、

社
員
を
農
業
現
場
に
派
遣
し
、
農
業
体
験
な

ど
を
行
っ
て
も
ら
い
、「
食
」
や
「
農
」
に

対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
農
業
人
材
マ
ッ

チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
活
用
し
ス
ポ
ッ
ト
で
労
働

力
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
農

業
経
営
体
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
通
じ
て
、
社
員
に
農
業
関
係
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
推
奨
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
（
図
表
９
）。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
け

ば
、
鹿
児
島
県
の
農
業
の
持
続
性
や
食
料
安

全
保
障
の
確
保
に
資
す
る
と
考
え
て
い
る
。

県
内
で
も
、
農
協
、
食
品
産
業
、
建
設
業
者

等
に
よ
る
農
業
参
入
や
食
育
活
動
も
行
わ
れ

て
き
て
お
り
、
是
非
、
鹿
児
島
県
に
は
、
こ

の
よ
う
な
取
組
を
推
進
す
る
農
政
を
今
ま
で

以
上
に
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
る
。

 

　
食
料
安
全
保
障
の
実
現
に
向
け
て
は
、
国

民
一
人
ひ
と
り
の
行
動
変
容
も
必
要
と
考
え

る
。
農
作
物
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
作
物
で

あ
り
、
栽
培
を
開
始
し
て
収
穫
し
店
頭
に
並

ぶ
ま
で
数
カ
月
か
か
る
も
の
も
あ
る
。
店
頭

に
並
ん
で
い
る
農
作
物
が
、
ど
の
よ
う
に
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
是

非
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
例
え
ば
、
職
場
で
の
懇
親
会
、
家
庭
で
の

食
卓
な
ど
で
、
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
の
「
食
材

は
何
か
」、「
ど
こ
で
生
産
」
さ
れ
た
も
の
な

の
か
、「
ど
の
よ
う
な
栽
培
方
法
」
で
つ
く

ら
れ
た
の
か
な
ど
、
日
常
会
話
に
取
り
入
れ

て
い
た
だ
け
る
と
、「
食
」
や
「
農
」
へ
の

関
心
も
高
ま
り
、
農
業
が
身
近
な
も
の
に

な
っ
て
い
き
、
菜
園
な
ど
に
取
り
組
む
人
も

増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ

の
よ
う
な
形
で
日
常
生
活
に
食
育
を
絡
め
て

い
く
こ
と
が
、
鹿
児
島
の
農
業
を
支
え
る
人

た
ち
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
全
国
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
鹿
児
島
の
農
業
の
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。（

了
）

食
料
安
全
保
障
の

実
現
に
向
け
て

時
代
に
合
っ
た
農
政
を
展
開
す
る

た
め
の「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
改
正

先
々
、日
本
の
食
料
の
調
達
に
不
安

化
学
肥
料
・
農
薬
の
原
料
も

海
外
か
ら
の
輸
入

は
じ
め
に

姶良市（旧姶良町）生まれ　58歳

鹿児島県立加治木高等学校卒業

農林水産省鹿児島食糧事務所入所

農林水産省本省へ異動し、米政策、農業の担い手施策、
農林漁業の6次産業化施策、農業経営収入保険制度、デジタル政策などを担当

農林水産省九州農政局地方参事官（鹿児島県担当）として着任し、
現場と農政を結ぶ業務を担当

1968（昭和43）年3月

86（昭和61）年3月

86（昭和61）年4月

98（平成10）年4月

2024（令和6）年4月から

PROFILE

窪山 富士男農林水産省
九州農政局地方参事官

図表１　農林水産物純輸入額の国別割合

図表２　化学肥料原料の調達先

2023年 
純輸入額計
4,916億ドル

中国
1,284
（26%）

日本
771（16%）

英国
580（12%）

米国
530（11%）

韓国
340（7%）

ドイツ
257（5%）

その他
1,154
（23%）

1998年 
純輸入額計
1,342億ドル

日本
534
（40%）

ドイツ
197（15%）

英国
164（12%）

イタリア
98（7%）

香港
61（5%）

サウジアラビア
46（3%）

その他
242（18%）

注）経済規模とデータ制約を考慮して対象とした41ヵ国のうち、純輸入額（輸入額-輸出額）がプラスとなった国の純輸入額から作成。
資料）「Global Trade Atlas」を基に農林水産省作成

資料）農林水産省

<凡例>
国名

純輸入額（億ドル）
シェア（％）

尿素（N） りん安（N・P） 塩化加里（K）

国産
9（3%）

中国
267（72%） カナダ

178（78%）

イスラエル
16（7%）

ヨルダン
8（4%）

ラオス
8（3%）

ドイツ
2（1%）

その他
16（7%）

モロッコ
79（21%）

オーストラリア
5（1%）

ベトナム
4（1%）

その他
15（5%）

マレーシア
195（74%）

ベトナム
27（10%）

サウジ
アラビア
13（5%）

中国
9（3%）

韓国
4（2%）その他

8（3%）

全輸入量
256千トン

全輸入量
370千トン

全輸入量
228千トン

［寄 稿］

［寄稿］食料安全保障の実現に向けて
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